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　今回の確認調査は、国道１号バイパス（大阪北道路）および第二京阪道路の建設に先立っておこなわ

れました。この道路は、大阪府門真市・寝屋川市・四條畷市・交野市・枚方市を経て京都府久御山町（近

畿道門真 J.C ～久御山 J.C）へとつながります。

事業予定地内には、随所に各時代の指標となる資料を伴う旧知の遺跡が点在していますが、これま

でおこなわれてまいりました確認調査により、その範囲がより明確に示されることとなりました。

　今回の調査は、大阪府交野市および枚方市域において実施いたしました。市域の大半にある枚方丘陵

とこれに連なる交野台地上では、以前から旧石器時代に属する石器が出土しています。この地域が農耕

社会生活以前において、良好な狩猟の場に恵まれていたことの証といえます。人間が定住し、集落を形

成した縄文時代・弥生時代には、狩猟・採集に加え、細かく入り組んだ谷地や低地を耕作地として利用

し、食物の栽培をおこなっていたと思われます。これまで広範囲にわたる調査はおこなわれていません

が、集落が随所でみつかっています。

　また、古代には秦氏・百済王族を代表とする渡来系氏族の移住があり、寺院や文字、織物、韓式土器

をはじめとする、当時としては最先端の文化や技術が持ち込まれました。古文書にもこの地域に関連す

る記事を見出すことができます。

　今回の調査では、縄文時代から中世にいたるまでの遺構と遺物を発見しました。確認調査の性格上、

面的調査から得られた情報は決して多くありませんが、それでも弥生時代から古墳時代にかけて営まれ

た集落の発見や古代の建物跡の検出等、重要な成果を得ることができました。今後も、調査事業地内に

おいて、発掘調査をおこなってまいりますが、その先駆けとしての情報を、本書にて皆様にお知らせし

たいと思います。

　最後となりますが、調査にあたってご助力・ご協力をいただきました関係諸機関・地元関係各位に深

く謝意を表します。これからも変わらぬご理解とご支援を、よろしくお願いいたします。

  2004 年 12 月

序　　　　文

財団法人 大阪府文化財センター

理事長 水　野　正　好



１．本書は、一般国道１号バイパス（大阪北道路）・第二京阪道路建設に伴って、交野市・枚方市域所

在の遺跡群についておこなった確認調査報告書である。

２．津田遺跡および東倉治遺跡の調査は、国土交通省近畿地方整備局浪速国道事務所から第二京阪道路

（大阪北道路）津田・東倉治遺跡 ( 確認 ) 発掘調査として、また日本道路公団関西支社から平成 15

年度第二京阪道路 ( 一般国道 1 号 ) 建設事業（大阪府域）に伴う埋蔵文化財発掘調査 ( 津田、東倉

治遺跡）として、財団法人　大阪府文化財センターが、平成 15 年５月 1 日～平成 15 年 10 月 31 日

の間委託を受け、平成 15 年５月 27 日～平成 15 年 10 月 24 日まで調査をおこなった。

　　茄子作遺跡の調査は、国土交通省近畿地方整備局浪速国道事務所から第二京阪道路 ( 大阪北道路）

茄子作遺跡他 ( 確認 ) 発掘調査として、また、日本道路公団関西支社から平成 15 年度第二京阪道

路 ( 一般国道１号）建設事業 ( 大阪府域）に伴う埋蔵文化財発掘調査 ( 茄子作遺跡）として、財団

法人　大阪府文化財センターが、平成 15 年 10 月 1日 ～平成 16 年 3 月 31 日の間委託を受け、平成

15 年 10 月 8 日～平成 16 年３月 19 日まで調査をおこなった。

３．調査および整理作業は、以下の体制で実施した。

調査部長（玉井　功）、京阪支所長（渡邊昌宏）、調査第五係長（秋山浩三）、主査（上野貞子〔写真〕）

調整課長（赤木克視）、調整係長（森屋直樹）、主査（山上　弘）、技師（山元　建）

現地調査地点および調査・整理作業担当者は、以下の通りである。

津田遺跡（確認） 平成 15 年５月 27 日～平成 15 年 10 月 24 日

　枚方市津田地先他 京阪支所調査第五係 係　　　長 秋山　浩三

     同 専門調査員 松尾洋次郎

     同  同 河村　恵理　

東倉治遺跡（確認） 平成 15 年５月 27 日～平成 15 年 10 月 24 日

　交野市東倉治３丁目地先他　　 京阪支所調査第五係 係　　　長 秋山　浩三

     同 専門調査員 松尾洋次郎

     同 　　同 河村　恵理

 　　 

茄子作遺跡他（確認） 平成 15 年 10 月８日～平成 16 年３月 19 日

　交野市星田北９丁目・　  京阪支所調査第五係 係　　　長 秋山　浩三

　枚方市茄子作南町地先他 同 技　　　師　服部みどり

  同 同 黒須亜希子

  同 専門調査員 松尾洋次郎

例　　　　言



４．なお、平成 15 年 10 月～平成 16 年１月までの間、茄子作遺跡他確認調査において、京阪支所調査

第四係専門調査員　三浦基行が現地調査に加わった。

５．調査の実施にあたっては、関係諸機関をはじめ、以下の方々から多大なご教示ならびにご指導を得

た。記して感謝の意を表する（順不同・敬称略）。

　　　奥野和夫・真鍋成史・小川暢子（交野市教育委員会）、大竹弘之 ( 枚方市教育委員会 )、宇治田和生・

三宅俊隆・西田敏秀 (財団法人枚方市文化財研究調査会 ) 

６．なお、茄子作遺跡より採取した土壌を対象として、自然科学分析をおこなった。分析作業は、放射

性炭素 (14 Ｃ ) 年代測定および花粉・珪藻等微化石分析について、株式会社パレオ・ラボに委託した。

その成果である本書第４章第７節は、山川秀樹 (株式会社パレオ・ラボ）の報告文に黒須が加筆した。

７．本書の作成にあたっては、調査担当者が各々執筆した。主な執筆者名は、目次に明記した。本書で

用いた遺構写真は、各担当者が現地において撮影し、遺物写真は上野が撮影した。

８．本書の編集は、黒須が担当した。

９．本調査に係わる写真・実測図などの記録類および出土遺物は、財団法人大阪府文化財センターにお

いて保管している。広く利用されることを希望する。



凡　　　　例

１．本書に掲載した遺構実測図の基準高（レベル値）は、東京湾平均海水面である T.P. ＋の数値を使

用した。

２．本書に掲載した遺構平面図の座標は、国土座標第Ⅵ系を基準としたものである。座標値は世界測地

系 ( 測地成果 2000）で明記した。当センターがこれまでにおこなった一般国道１号バイパス（大

阪北道路）・第二京阪道路建設に伴う確認調査の座標値は、すべて旧来の日本測地系を基準とした

ものであったが、平成 15 年度の調査報告分より世界測地系で記載している。

３．本書に掲載した地形図・遺構実測図・その他の図に付された方位は、全て座標北を示している。

４．本書の作成に関しては、当センターが定める『2003 年度版遺跡調査基本マニュアル』の報告書体

裁に従った。但し、出土遺物に関しては、各トレンチが狭小であることを考慮して、マニュアルに

明記された地区割をおこなわず、トレンチごとに採取した。

５．本書で使用した土色の記述は、すべて小山正忠・竹原秀雄編『新版標準土色帳』2003 年度版（農

林水産省農林水産技術会議事務局　監修・財団法人日本色彩研究所　色票監修）を使用した。

６．遺構の種類は、旧来の略式記号を用いず、土坑・溝・流路等と呼称した。同一トレンチにおいて複

数の遺構を確認した場合は個別の番号を付したが、文中では基本的にトレンチ名＋遺構名もしくは

遺構名称のみで記述している。

７．長短様々なトレンチを設定する確認調査の性格上、遺構図・トレンチ断面図とも、本書の記載縮尺

はあえて統一していない。このため、図中にスケールバーを掲げ、縮尺率を明記した。

遺物実測図は、基本的に３分の１の大きさで掲載した。

８．本書作成において扱った遺物の実測図については、一般的な考古学的表記方法に基づいて作成した。

但し、木製品については木取りを断面図中に模式図として掲載した。そのため、断面図の年輪幅は

実寸を示すものではない。
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   3. 第３トレンチ遺構面検出状況（南西から） 4. 第３トレンチ遺構面検出状況（北から）

   5. 第３トレンチ落込み3-3断面（西から） 6. 第３トレンチ土坑 3-4 断面（西から）

写真図版２ 1. 第３トレンチ落込み3-1断面（西から） 2. 第３トレンチ土器だまり検出状況（南西から）

   3. 第３トレンチ土器だまり検出状況(南東から） 4. 第4-1・第4-2トレンチ完掘状況（北東から）

   5. 第 4-3 トレンチ北東壁断面（西から） 6. 第 4-4 トレンチ完掘状況（北東から）

写真図版３ 1. 第５トレンチ完掘状況（南から） 2. 第６トレンチ完掘状況（南東から）

   3. 第７トレンチ完掘状況（東から） 4. 第８トレンチ完掘状況（南東から）

   5. 第８トレンチ完掘状況（南から） 6. 第９トレンチ完掘状況（南東から）

写真図版４ 1. 第３トレンチ土器だまり出土遺物（弥生土器）集合 

   2. 第３トレンチ土器だまり出土遺物（弥生土器）

写真図版５ 1. 第３トレンチ土器だまり出土遺物（弥生土器） 

   2. 第３・第８トレンチ出土遺物（土師器）

写真図版６ 1. 第３トレンチ落込み 3-2・第４トレンチ・第７トレンチ出土遺物（土師器・弥生土器）

   2. 第３・第４トレンチ出土遺物（弥生土器） 
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 5. 第 29 トレンチ壁断面（東から） 6. 第 30-1 トレンチ完掘状況（南から）

写真図版６ 1. 第 30-2 トレンチ完掘状況（東から） 2. 第 31 トレンチ完掘状況（南から）

 3. 第 32 トレンチ完掘状況（北東から） 4. 第 33 トレンチ完掘状況（南東から）

 5. 第 34 トレンチ完掘状況（北から） 6. 第 36 トレンチ完掘状況（南西から）

写真図版７ 1. 第 37 トレンチ完掘状況（北東から） 2. 第 39 トレンチ完掘状況（北東から）

 3. 第 40 トレンチ耕作溝完掘状況（南西から） 4. 第 41 トレンチ完掘状況（南西から）

 5. 第 42 トレンチ完掘状況（南西から） 6. 第 43 トレンチ完掘状況（南西から）

写真図版８ 1. 出土遺物（石器・剥片） 2. 出土遺物（縄文土器）

写真図版９ 1. 第 27 トレンチ出土遺物（サヌカイト製縦長剥片）

 2. 第１トレンチ出土遺物（サヌカイト製有舌尖頭器）

 3. 第２トレンチ出土遺物（弥生土器） 4. 出土遺物（古墳時代～古代須恵器）

写真図版 10 1. 出土遺物（中世土師器・瓦器） 2. 出土遺物（中世土師器・瓦器）

写真図版 11 1. 第９トレンチ出土遺物（施釉土製人形） 2. 第６トレンチ出土遺物（鉄製馬鍬の歯）

 3. 第２トレンチ出土遺物（木製櫛） 4. 第５トレンチ出土遺物（木製容器底板）



　　　



第１図　調査対象地位置図

第１章　調査に至る経緯と調査方法

第１節　調査に至る経緯と経過

調査に至る経緯　今回おこなった一連の発掘調査は、一般国道１号バイパス（大阪北道路）と、第二京

阪道路の予定地について、埋蔵文化財の有無を確認することを目的としたものである。
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第二京阪道路（愛称「緑立つ道」）とは、京都市と大阪中心部を結ぶ主要ルートとして、国土交通省

近畿地方整備局浪速国道事務所および日本道路公団関西支社によって建設が進められている自動車専

用道路を指す。この道路は、京都府久御山ジャンクション（仮称）から枚方市を経て交野市・寝屋川

市を横断し、門真ジャンクションにおいて近畿自動車道路へと接続する。今日、淀川左岸（いわゆる

北河内地域）を通って大阪―京都間を移動するには、一般国道１号線を利用するのが一般的であるが、

この国道は交通量の多さから慢性的に渋滞し、周辺道路の混雑を招いてきた。このため、当該地域にお

ける自動車専用道路整備の必要性が、早くから唱えられていたのである。

事業主体者である浪速国道事務所と日本道路公団は、道路の建設に先立つ埋蔵文化財の発掘調査を、

当センターに委託した。調査はまず、道路建設予定地に埋蔵文化財が存在する可能性や遺構面の遺存状

態、その深度を探るための調査 ( 確認調査 ) から開始された。埋蔵文化財の確認調査は、予定地内の

随所に幅２～５ｍ程度の小規模なトレンチを設けて掘削し、地中の状況について記録するという手法で

進められるものである。この成果に基づいて大阪府教育委員会は、当該地における発掘調査の必要性を

判断する。すなわち、確認調査によって、主要な埋蔵文化財の包蔵地とそれ以外の部分とが明確に識別

されるのである。なお、発掘調査が必要と認められる範囲については、別途、府教育委員会から本調査

をおこなう旨の指示が下されることとなる。

確認調査の事例　当センターでは、平成８年に一般国道１号線の一部である府道深野南寺方大阪線～大

阪中央環状線間における道路整備に伴う確認調査（門真市三ツ島地先）をおこなったのをはじめとして、

随所で確認調査を実施し、順次報告してきた。また、その成果に基づいて指示を受け、着手した本調査

では、これまでにも遺跡の調査研究において、貴重な成果をあげている。

平成 10年度におこなった交野市有池遺跡・枚方市津田城遺跡の確認調査では、古墳時代～中世の遺構・

遺物の残存を確認した。このため平成 12・14 ～ 16 年度に本調査をおこなったところ、有池遺跡では古

墳時代の集落と中世の大規模な豪族居館跡を検出した。

また、平成 12 年度に寝屋川市高宮・小路・国守町・打上地区で実施した確認調査では、ほぼ全域に

おいて縄文～中世までの遺物を伴う遺構・包含層を確認した。このため、平成 13 ～ 14 年度には、打上

遺跡・小路遺跡（その１～３）・高宮遺跡（その１～３）・讃良郡条里遺跡（その１～３）等の本調査を

実施した。その結果、高宮遺跡では、韓式土器を共伴する古墳時代の竪穴住居群や、官衙的要素を色濃

く備える奈良時代の豪族居館跡が検出された。また、小路遺跡では古墳時代初頭に築造されたとみられ

る前方後方形周溝墓と周溝墓群が発見され、さらに讃良郡条里遺跡では奈良時代から平安時代におこな

われたと推測される祭祀に伴う遺物を多量に含む小河川を検出し、全国的なニュースとなった。

平成 13 年度に実施した確認調査（讃良郡条里遺跡・大尾遺跡・太秦遺跡・太秦古墳群・打上遺跡・

寝屋南遺跡・寝屋東遺跡・私部南遺跡・東倉治遺跡・津田城遺跡東地区等）については、平成 14 年度

から順次本調査がおこなわれている。太秦遺跡では古墳群の範囲拡大や掘立柱建物、竪穴住居の検出が

相次ぎ、寝屋南遺跡では横穴式石室が残る古墳（奥山１号墳）の新規発見があった。讃良郡条里遺跡で

は、弥生時代にさかのぼる広大な水田を伴う集落の検出が予測されている。

調査の経過　今回の調査は、これまで継続されてきた確認調査に続き、平成 15 年度に枚方市津田遺跡・

交野市東倉治遺跡・枚方市茄子作遺跡他 (交野市域含む )について実施したものである。今回の調査で

は、貴重な遺構および遺物の残存を確認することができた箇所について、それぞれ本調査対象範囲が設

定され、平成 16 年度以降、計画着手される運びとなった。
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第２図　調査地周辺の主要遺跡分布図
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津田遺跡および東倉治遺跡は、残存遺構の時代幅が広

がり、遺構面までの深度予想が可能となった。茄子作遺

跡は、遺跡範囲が南方へ拡大された。また、交野市星田

北９丁目地内において確認された遺構群については、新

規発見遺跡（平池遺跡）として周知されることとなった。

第２節　調査方法

調査区の設置　今回の確認調査では、長さ 10 ～ 100 ｍ、

幅２～４ｍの細長い面積を掘削し、調査区 ( トレンチ )

とした。調査区は、地形や丘陵地の方向性を考慮して、

事業予定地内をほぼ網羅するかたちで設定した。しかし、

現存する建物や道路、大規模な撹乱、盛土、既設のブロ

ック塀や境界杭、水路付近等での掘削を避けたため、現

地踏査の段階において、調査区の位置や形状の変更・分

断をおこなったものがある。

主な調査方法　発掘調査の具体的な方法は以下の通りで

ある。現代の耕作土や盛土などの調査不要土は、重機を

用いて掘削し、これ以下の土層については人力による掘

削をおこなった。主要遺構面の検出を第一目的とし、遺

構の掘削は極力おこなわないこととした。ただし、時期

不明の遺構については、その性格を確認するため、半割

して掘削をおこなった。出土遺物について、原位置を保

つ完存性の高いものについては採り上げず、埋め戻して

保存に努め、今後の本調査に備えることとした。

出土遺物は、調査区の各層ごとに採り上げ、登録番号

を付して洗浄し、注記作業をおこなった。このうち遺存

状態が良好なものや重要度が高いものについては、実測

図の作成や写真撮影をおこない、本書に掲載した。

また、遺構実測図および遺物実測図は、調査現場にお

いて作成した原図をスキャナーによって画像データとし

て取り込み、コンピュータ画面上でトレースをおこなっ

た。

写真１　作業状況



5

第２章　津田遺跡の調査成果

第１節　調査地周辺の位置と環境

調査地周辺の地理的環境　津田遺跡は、枚方市津田地内に位置する周知の遺跡である。調査地は生駒山

地から連なる枚方丘陵上に立地しており、現地表面の標高は、T.P.80 ～ 90 ｍ程度を測る。

　この地点は、山地から高位段丘崖へと移行する変化点であり、調査地の西と東とでは、土地利用にも

差異が目立つ。調査地の西側は高位段丘崖にあたるため、低地へむかってなだらかな勾配が続いている。

ＪＲ片町線津田駅の山手側であることから、昨今では宅地造成が顕著であるが、ごく近年までは棚田状

の水田がつづく耕作地帯であった。調査地東側に設けられた灌漑用池は、耕地を潤す水源であると同時

に、当該地における近代水田の限界を示す標識でもある。地形は、溜池を隔てて急峻な斜面へと変わり、

第３図　調査地および既往の調査地位置図
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果樹園と樹林帯がつづく景観を呈する。　　

津田遺跡の既往の調査　津田遺跡周辺では、当センターの確認調査のほか、枚方市教育委員会や財団法

人枚方市文化財研究調査会による発掘調査がおこなわれてきた。

津田遺跡北半部（津田城遺跡古城地区として報告）では、弥生時代中期の円形竪穴住居３棟と、弥生

時代後期～古墳時代前期の隅丸方形竪穴住居１棟が確認された。当該時期に集落が営まれていたことを

示す資料である。

また、津田遺跡は古墳時代の遺物散布地として早くから知られている地点でもある。遺跡の範囲内に

古墳が存在したと推測されているが、残念ながらこれまでその手がかりとなるような報告はなされてい

ない。しかし、市境を隔てて広がる東倉治遺跡内では、６～７世紀の築造とされる清水谷古墳や倉治丸

山古墳（ともに消滅）の存在が確認されている。当該時期の古墳群が一定の広がりをもって丘陵の裾野

に展開し、その範囲が津田遺跡内にも及んでいた可能性は高い。

このほか、津田遺跡に北接する津田城遺跡では、本丸山北東地区において中世以降の焼失建物や水利

施設が検出された。津田城は、延徳二年 (1490) に在地の領主であった津田正信によって築かれたとさ

れている山城であるが、天正三年 (1575) と天正十年 (1582) の２度にわたって、織田信長・豊臣秀吉に

焼き払われている。本格的な城跡遺構の発見には及んでいないが、文献史料との対比が注目される遺跡

である。

なお、津田城遺跡城坂南地区では、溶着痕跡をもつ７世紀末～８世紀初頭の須恵器がまとまって出土

している。今のところ、この須恵器群は、焼成窯に伴う灰原の一部であるとの見方がなされている。北

河内地域では、古墳時代から古代にいたるまで操業された須恵器窯跡群の存在が周知されているが、こ

の報告により、津田遺跡周辺においても須恵器焼成が営まれていた可能性を指摘することができる。

以上、既往の調査成果から、津田遺跡の周辺地域が注目されるべき文化財包蔵地であることを述べた。

今回の調査でも、関連する遺構や遺物の残存が予測された。

第２節　基本層序

　今回の調査では、東から西へと舌状にのびる丘陵斜面を南北に切るようにして調査区を設定した。こ

のため、丘陵地上に設定した調査区（第１・２・３・７～ 11 トレンチ）と、谷地に設定した調査区（第

４～６・12・13 トレンチ）とは、その堆積層序の様相を異にする。

丘陵地上に設定したトレンチのうち第１・第２・第７トレンチでは、堆積層が薄く、表土直下におい

て地山土を確認した。近年まで耕作地として利用されていた第３トレンチでは、近世耕作土の残存が認

められた。第８～ 11 トレンチの地山上面では、中世の遺構を検出したが、包含層は、ほとんど残存し

ていなかった。

一方、谷地内に設定した調査区では、現代耕作土以下において近世・中世・古代の遺物包含層を確認

した。円通谷と呼ばれる谷筋に設定した第４・第５・第６トレンチでは、ピットおよび土坑群を有する

中世遺構面を確認した。清水谷と呼ばれる谷筋に設定した第 12・第 13 トレンチでは、粗砂～シルトを

主体とする中世洪水砂の厚い堆積が認められた。

なお、この地域の地山は、黄褐色の礫まじり粘土質シルトや明黄褐色の粗砂～粘土質シルトであり、

部分的に硬く締まった礫層がまじる。
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第４図　津田遺跡トレンチ設置位置図

第５図　基本層序模式図
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第１トレンチ　第１トレンチは、調査地のもっとも北側に設定した調査区である。現況では、竹が繁茂

する小高い岡にあたり、西へ向かって緩やかに傾斜する地形を呈する。数箇所の明確な段差の造成が認

められることから、筍の栽培地であった可能性が高い。

このトレンチでは、竹根が広がる表土層を除去した時点で地山を確認した。地山上面には、現況面と

同様、数箇所に段差があり、その裾面では、現代の溝を検出した。排水を意図したものであろう。これ

以外の遺構および遺物の出土は確認できなかった。

第２トレンチ（第 2-1・第 2-2 トレンチ）　第２トレンチは、第１トレンチの南西側に設置した調査区

である。南西側に大原池を控える水田地内にあたる。南西へとさがる地形であるため、水田は段によっ

て二筆に区切られている。

現代耕作土を除去したところ、粗砂～細砂を主体とする整地土があらわれた。トレンチの南西部では、

この整地土を除去して検出した耕作土層に近代の製品がまじっていた。したがって、この整地は現代の

水田面をととのえる際になされたものと考えられる。

近現代耕作土層を除去すると、軟弱なシルト層があらわれた。このシルト層の上面では、水田の区画

溝と方形を呈する土坑の掘り込みが確認できた。この土坑は、方位にあわせて深さ 0.6 ～１ｍ程度の掘

削をおこなっており、ほぼ等間隔を保ちながら調査区外へと続いている。大阪平野における近世～近代

の水田地の調査では、同様の掘り込み跡の報告は多く、耕作に伴う掘削痕跡であるとの見方が大勢であ

る。粘土採掘坑と捉える意見もあるが、今回の掘削土層が砂質の強いシルト層であることを考えると、

前者の見解が妥当であろう。

近現代耕作土より下層には、シルトと細砂の互層が厚く堆積していた。ラミナの方向は、西から東へ

向かって土砂が流れた様子を示していた。南東に位置する大原池方向から流出した土砂であると考えら

れる。この互層堆積からは、染付片が１点出土した。

トレンチの一部において断ち割り掘削をおこなった結果、北端部で南へ傾斜する地山面を確認した。

第３トレンチ　第３トレンチは、第２トレンチの西側に設定した調査区である。地形の変化点を確認す

るために、掘削範囲を分割して調査をおこなった（第 3-1 トレンチ・第 3-2 トレンチ）。

第 3-1 トレンチは、南へさがる傾斜地に設定した。竹根が張った暗色の整地土を除去した面において、

地山を確認した。遺構および遺物の出土は確認できなかった。

第 3-2 トレンチは、第 3-1 トレンチとは反対の北側斜面に設定した。表土を除去したところ、ブロッ

ク土を多量に含む整地土と、地山面を確認した。整地土には近現代の遺物がまじっていた。地山上面で

は、北東方向へさがる段と、小溝を検出したが、近現代をさかのぼる遺構とは考えにくい状況である。

第４トレンチ　第４トレンチは、第３トレンチの南側に設定した調査区である。第３トレンチとは急峻

な崖面によって画された、地形の変化点にあたる。近年まで水田耕作が営まれていた地点である。

近現代の耕作土を除去すると、灰白色の粗砂を主体とした堆積層があらわれた。その上面では、粗砂

層を削りこむように調査区中央付近から北方向へと落ち込む地形を検出した。この埋土は、礫および粘

土を多量に含むブロック土の堆積である上部と、細砂～中砂である下部とに大別できる。また、底面に

植物遺体を含むシルトの薄層が認められた。これら埋土の堆積状況から、この地形は、南東方向から流

入する土石流が数次にわたる侵食の結果、形成されたものと考えられる。埋土からは、古代末～中世の

第３節　調査成果（遺構）
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第６図　第１～第４トレンチ平面図
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土師器皿や須恵器坏蓋などが出土した ( 第 15 図１・２)。落込み 4-1 の最終埋没時期は 13 世紀頃と推

測される。

地山は、部分的な掘り下げにより、地表面より 1.6 ～ 1.8 ｍ程度低いレベルにおいて確認した。落込

み 4-1 の基盤層となる粗砂層からは、遺物の出土が確認できなかった。

第５トレンチ　第５トレンチは、第４トレンチの南側に設定した調査区である。第４トレンチよりも低

地に開かれた水田地内であり、北の大原池と南の新池に挟まれた地点にあたる。調査区は南北方向に主

軸をとって設定し、掘削をおこなった。

近代から現代の耕作土を除去したところで、近世の水田面を検出した。この水田は、トレンチ中央付

近から北方にかけて、人為的な整地を施した上に形成されている。トレンチの中央よりやや南よりの地

点には、段差が設けられていた。この水田の耕作土は、鈍い黄色を呈する砂質シルトを主体とした氾濫

堆積層を基盤とする。粘土ブロックの巻き込みが、著しい撹拌痕跡として認められたが、保水力は概し

て弱く、稲作には不向きな土壌であったようである。畑作地として使用されていた可能性が考慮される。

近世耕作土を除去すると、粗砂と粘土を主体とする氾濫堆積層が厚さ約 80 ㎝をもって堆積していた。

その下面には、地山ブロックを多分に含むしまりのよい砂層が存在しており、さらにその下位には、厚

さ 70cm 程度の洪水砂が堆積していた。しまりのよい砂層は、人為的な関与をうけた土壌である可能性

が高い。中世に所産時期をもつ瓦器片が含まれていたことから、当該時期に整地ないし造成がなされた

と考えられる。

なお、トレンチ中央部において下層の掘り下げをおこなったところ、地表面より 2.1 ～ 2.2 ｍ程度低

いレベルにおいて地山を確認した。この地山上面からは、古代末から中世の遺物が数点出土した。

第６トレンチ　第６トレンチは、第５トレンチの南側に設定した調査区である。現況の水路（既設Ｕ字

溝）や段差を考慮して、トレンチを３本に分断して設置した。トレンチ名は、東から第 6-1、第 6-2、

第 6-3 トレンチである。現況は、すべて水田耕作地であり、第 6-1 トレンチから第 6-3 トレンチへむか

って、階段状にさがる。もっとも山手に設定した第 6-1 トレンチは、谷筋の中央部にあたるため周辺の

区画に比べて低く、丘陵斜面に設定した第３トレンチとは、７ｍの比高差を測る。

　第 6-1 トレンチと第 6-2 トレンチでは、近現代および近世の耕作土層を除去したところ、中世の土師

器や瓦器が一定量まじる包含層を確認した。上位面において土壌化が進んでいる痕跡から、中世の水田

耕作土であったと考えられる。なお、この包含層からは、中世の遺物のほかに弥生土器や古墳時代の土

師器が出土した (第 15 図４～ 10)。

中世耕作土を除去すると、粗砂を主体とした洪水砂の堆積があり、さらにこの砂層を除去した面にお

いて、多数のピットや土坑を有する遺構面を検出した。ピットの多くは、その配列方向から推して建物

の柱穴として復元できる可能性が高い。今回の確認調査では、遺構埋土の掘削はおこなわず、その検出

のみにとどめたが、遺構面を覆う包含層に含まれていた遺物との層位関係から、これらの遺構が掘削さ

れた時期は、古代末～中世に求められるのではないかと推測される。

なお、遺構が希薄な一部を掘り下げたところ、古代末期～中世遺構面の下には洪水砂が厚く堆積する

状況が認められた。第 6-1 トレンチでは、現況地盤より約２ｍ掘り下げたレベルで地山上面を確認した

が、第 6-2 トレンチでは 2.5 ｍ以下まで掘削をおこなっても、地山の確認ができなかった。

　第 6-3 トレンチでは、近世～現代の耕作土の下に、厚さ１ｍにおよぶ洪水砂が堆積していた。洪水砂

の下面では、地山土を確認した。この洪水砂の上位からは、近世の染付片が出土したが、下位および地
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第７図　第５・第６トレンチ平面図
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山付近からは、遺物の出土が認められなかった。

第７トレンチ　第７トレンチは、新池の南側に設定したトレンチである。第７トレンチおよび第８トレ

ンチを設定したあたりは、円通谷南崖の丘陵斜面にあたる。現況はともに畑地であるが、道路や住宅地

の造成に伴い、大規模な盛土がなされていた。このトレンチは、既設水路の損傷を避けるため、２分し

て調査区とした (第 7-1 トレンチ・第 7-2 トレンチ )。

盛土および現代耕土を除去すると、第 7-1 トレンチ・第 7-2 トレンチともに、地山を確認した。第

7-1 トレンチでは、地山上面においてトレンチの中央から北へむかってさがる落込みを検出した。落込

みの北端部では、拳大の花崗岩が集積する様相が認められた。石はすべて落込みの底面から浮いており、

耕作時に投棄された後、この地点に集約されたものとみられる。落込みの埋土には近世の染付や磁器片

が含まれていた。なお、第 7-2 トレンチでは、近代以前にさかのぼる遺構は確認できなかった。

第８トレンチ　第８トレンチは、第７トレンチと同じく新池の南側に設置した調査区である。現況は、

畑作地である。

近現代の耕作土を除去したところ、トレンチの全面において地山を確認した。トレンチの南西端では、

近世の落込みを検出した。人為的な整形が認められることから、耕作地化する際に段築成を施した痕跡

と考えられる。

　トレンチの中央では、西南西－東北東方向に走る溝を一条検出した ( 溝 8-1）。溝の埋土からは、13

世紀の土師器皿や須恵器鉢が出土した（第 15 図 28・29）。この溝の性格は明らかではないが、中世期

の遺構として認識できる。なお、周辺からは、古代から中世にいたるまでの遺物が比較的多く出土した。

第９トレンチ　第９トレンチから第 11 トレンチまでは、円通谷と清水谷に挟まれた丘陵地上に設定し

た調査区である。東から西へむかってさがる畑地内に設定した。

現代の整地土および旧耕作土を除去すると、褐色粗砂を主体とする地山が確認できた。トレンチ中央

には北西へむかって落ちる段があり、その肩口で北東－南西方向の鋤溝群を検出した。その溝内に残存

していた耕作土には、瓦器椀や瓦質三足釜の破片が含まれていた ( 第 15 図 30)。中世期、この周辺に

おいて水田耕作が営まれていたことがわかる。

第 10 トレンチ　第 10 トレンチは、第９トレンチの西側に設定した調査区である。現況は第９トレンチ

と同様、畑作地である。

近現代の耕作土を除去すると、近世に営まれたと推測される耕作土が、トレンチのほぼ全域に広がる

様相が確認できた。トレンチの北西端には西へ落ちる段がつくられており、階段状の耕作地が展開され

ていたことが想像できる。

近世耕作土層より下には、オリーブ褐色を呈するシルト層が、60cm 程度の厚さをもって堆積していた。

このシルト層は、須恵器の椀や壷、瓦器など、古代～中世に所産時期をもつ遺物を伴うことから、中世

包含層として位置づけることができる。

中世包含層を除去すると、トレンチ全面において地山を確認した。地山上面では、北東－南西に方向

をもつ溝２条と土坑２基を検出した。このうちトレンチ西隅において検出した土坑 10-2 の埋土からは、

瓦質火鉢の破片が出土した (第 15 図 34)。

第 11トレンチ　第 11 トレンチは、第 10 トレンチと同じ区画内の南側地点に設定した調査区である。

現代耕作土を除去すると、北西方向へ落ちる段があり、段下に近世の耕作土が広がっていた。段上で

は、地山を確認した。
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第８図　第７～第 11 トレンチ平面図
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近世耕作土を除去すると、調査区の北西側でさらに段が現れ、この段下には中世包含層が堆積してい

た。この中世包含層からは、土師器皿や瓦器片がまとまって出土した。

段下の中世包含層を除去すると、トレンチ全面において地山を確認した。地山上面では、トレンチを

縦断するようにやや蛇行した溝(溝11-1)と、これに切られて伸びる溝(溝11-2)を検出した。溝11-1は、

段下に落ちて広さを増し、調査区外へと続いている。トレンチ北西隅では、鋤溝群と土坑を検出した。

なお、地山上面に貼りつくかたちで、弥生土器片が出土した (第 15 図 36)。

第 12トレンチ　第 12トレンチは、西へむかって開く清水谷と呼ばれる谷地内に設定した調査区である。

近年まで水稲耕作が営まれていた田地内に設置した。

近現代の耕作土を除去すると、細砂層があらわれた。粘土や植物遺体を含んだシルト層や礫層が筋状

にまじりこみ、ラミナを形成する。この砂層の堆積は厚く、部分的に掘り下げをおこなったが、現況地

盤以下２ｍのレベルにおいても地山を確認することはできなかった。大規模な洪水砂による堆積と考え

られる。層内からは古墳時代～中世の土師器や須恵器・瓦器片などが出土したが、遺物量は少なく、原

位置を保つものとは考えにくい。

第 13 トレンチ　第 13 トレンチは、第 12 トレンチと同様、谷地に設けられた水田区画内に設定した調

査区である。

近現代の耕作土を除去した面において、階段状に整形された近世水田跡を検出した。しかし、この水

田の基盤層は砂層であり、保水力は弱い。残存する耕作土も薄層である。

第９図　第 12・第 13 トレンチ平面図



第 10 図　第１・第２・第３トレンチ壁断面図

15・16



第 11図　第４～第６トレンチ壁断面図

17・18



第 12 図　第６～第８トレンチ壁断面図

19・20



第 13 図　第９～第 11 トレンチ壁断面図・平面図

21・22
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第 14 図　第 12・第 13 トレンチ壁断面図
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　近世耕作土を除去すると、第 12 トレンチと同様、洪水砂と考えられる厚く堆積した細砂層があらわ

れた。この砂層の上面では、トレンチの南東端において流路を検出した（流路 13-1）。壁面に杭列を設

けており、水路として整備された様子がうかがえる。遺物の出土はなかったが、上下層との関係から、

中世～近世の流路であると推測される。

　洪水砂層からは、12 ～ 13 世紀に所産時期をもつ土師器皿の破片が１点出土した (第 15 図 41)。

　今回の調査において出土した遺物は、第 15 図に掲げた。

１・２は、第４トレンチから出土した遺物である。ともに古代末～中世の堆積層から出土した。１は、

土師器皿の口縁部である。器壁が厚く、直線的に立ち上がる器形をもつ。内・外面ともに横ナデを施す。

２は須恵器坏蓋の天井部である。回転ロクロナデ手法を用いて整形されている。７世紀の製品である。

１・２ともに表面の摩滅は著しい。

３は、第５トレンチの中世包含層より出土した、土師器の皿である。大型で、口縁部に横方向の指ナ

デを２度施している。11 世紀後半頃の製品である。

４～ 27 は、第６トレンチから出土した遺物である。４～７は、弥生土器の破片である。すべて中世

包含層から出土した。４は、口縁が大きく外半する甕の口縁部である。外端部に工具を用いて、やや幅

広のキザミを施している。５は、壷の口縁部であり、内・外面および端部をヘラ状工具で強くナデている。

６は、壷の底部である。平底から大きく開いて立ち上がる器形をもつ。外面には指頭圧痕が認められる。

７は、長頚壷の頚部である。外面には半截した管状工具を用いた複合櫛描文を施している。これらの弥

生土器は、その特徴から、第Ⅱ様式に位置づけられるものと考えられる。

８～ 10 は、古墳時代の土師器甕体部の細片である。外面にはすべて斜め方向のハケ目調整が施され

ている。内面には、ハケを用いた縦方向の調整後、指ナデによる調整が加えられている。

11 ～ 20 は、土師器の皿である。11 ～ 14 は、直線的に立ちあがる口縁部を有する。口縁部は横ナデ、

底部外面は未調整である。12 は横ナデが強く、底部に弱い段をもつようにみえる。13 は、口縁端部を

つまみあげてなで、14は面取りを施す。15～ 20は、ゆるやかに浅く立ち上がる口縁部をもつ。これらは、

おおむね 12 世紀後半～ 15 世紀と考えられる。

21・22 は須恵器の捏鉢である。ともに東播系の製品である。21 の口縁部は、肥厚させた端部を断面

三角形に整形する。22 は底部である。ともに 13 世紀後半頃の製品とみられる。

23 ～ 27 は、瓦器および瓦質製品である。23 は、三足釜の口縁部、24 ～ 27 は瓦器椀である。23 の三

足釜は、内湾させた口縁の端部を面取りし、平坦面をつくる。鍔部は、断面台形に整形する。瓦器椀の

うち 24 は楠葉型、25・26 は大和型、27 は和泉型である。24 は口縁部の横ナデによって鋭い端部をつ

くりだしている。内面のミガキは数周確認できるのみである。25 は口縁部を厚くつくり、端部内面に

一条の沈線をめぐらせている。26 は丸みを帯びた器形をもち、外面にはナデによってつくられた弱い

段が認められる。27 は、厚みをもった口縁部と屈曲味を帯びた段を有する。すべて 13 世紀後半～ 14

世紀前半期の製品である。

28・29 は、第８トレンチの溝 8-1 から出土した遺物である。28 は、東播系鉢の口縁部である。口縁

部を断面三角形状につくり、端部に強い面取りを施す。29 は、土師器皿である。口縁部に強いナデを

一段施す。ともに 13 世紀の製品である。

第４節　調査成果（遺物）
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第 15 図　津田遺跡出土遺物実測図
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以上、津田遺跡における確認調査の成果について記述した。津田遺跡は、これまで古墳時代の遺物散

布地として周知されていたが、今回の調査において、新たに中世遺構の残存を確認できた。以下、トレ

ンチごとに記述して、まとめにかえることとする。

①大原池の北西側に設定した第１～第３トレンチでは、近現代をさかのぼる遺構を検出することはでき

なかった。遺物の出土も確認できなかった。

②大原池と新池に挟まれた地点に設定した第５・第６トレンチでは、中世の遺物を多く包含する層と、

多数のピットや土坑を有する遺構面を検出した。周辺で確認された人為的な土地整形の痕跡とあわせ、

中世の集落が残存する可能性が高い。当該地にはかつて ｢円通寺 ｣という中世寺院が存在した伝承が

残ることもあり、関連遺構の残存も考えられる。

③新池の西側に設定した第７～第 11 トレンチでは、傾斜面を平坦化して営まれた中世水田を検出した。

出土遺物には、古代に所産時期をもつものが一定の割合をもって含まれている。谷地に面した台地上

という安定した環境下にあることも含め、古代～中世の集落が存在した可能性が考えられる。

④清水谷の谷地内に設定した第 12・第 13 トレンチでは、かつて谷筋を流れていたと考えられる河川の

氾濫堆積が確認できた。この堆積には、古墳時代～中世の遺物が含まれていたが、摩滅が著しく、ご

く近隣において廃棄された土器類であるとは考えにくい。

なお、今回の調査では、弥生時代中期～古墳時代の土器片が一定量をもって出土した。これまで周辺

地において弥生時代中期の遺跡発見は報告されていない。当該地域の弥生時代を考える上で、興味深い

資料である。

30 は、第９トレンチから出土した瓦質三足釜の口縁部である。鍔部は、断面を鋭い三角形につくる。

13 世紀の製品である。

31 ～ 35 は、第 10 トレンチから出土した須恵器および瓦器である。31 は、厚い器壁と低い高台をも

つ須恵器壷の底部である。32 は、須恵器坏身の口縁部である。33 は、焼成不良のため瓦器に近い質感

を有するが、須恵器壷の口縁部であると考えられる。回転ナデを施すものの、整形手法は粗く、内面に

は粘土塊が残る。31 ～ 33 の所産時期は、８世紀～９世紀である。34 は、大型の瓦質鉢の底部である。

欠損するが、脚部を備える器形であることから、浅鉢 ( 奈良火鉢 ) の一部であると推測する。35 も瓦

質の鉢であるが、残存部からは脚部の有無が特定できなかった。内面には、ヘラ状工具で横方向になで

た痕跡が残っている。34・35 は、ともに 13 世紀後半～ 14 世紀の製品である。

36・37 は、第 11 トレンチから出土した遺物である。36 は弥生土器甕の底部である。底部外面の中央

部をへこませている。地山上面に貼り付くような状態で出土した。37 は、土師器皿である。近世耕作

土より出土した。

38～ 40は、第12トレンチから出土した遺物である。38は外面にカキ目をもつ須恵器甕の肩部である。

内面は、同心円状タタキとナデ調整を施している。６世紀の製品である。39・40 は、土師器の皿である。

39 の内面にはハケ目の痕跡が残る。40 は屈曲させて立ち上がる口縁部と、つまみあげてなでた口縁端

部をもつ。ともに、12 世紀～ 13 世紀の製品である。

41 は、第 13 トレンチより出土した、土師器の皿である。小型で緩く立ち上がる口縁を有する。13 世

紀頃の製品である。

第５節　まとめ
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第 16 図　東倉治遺跡トレンチ設置位置図

調査地周辺の地理的環境　東倉治遺跡は、交野市東倉治地区に位置する周知の遺跡である。東倉治地区

は、枚方市との市境に隣接する市域の北東端部にあたる。今回の調査対象地は、北側に大阪府警察学校、

南側に関西電力枚方変電所をのぞむ、約 400 ｍの区間である。

東倉治地区は、東から西へむかって開く丘陵上に立地している。東側には、生駒山地の一角である倉

治山 (標高 240.9 ｍ ) がそびえ、この倉治山から派生した尾根が、緩やかに平野部へと張りだして、傾

斜地を形成する。調査地周辺の現況地盤高は、T.P.63.0 ｍ～ 82.0 ｍ、一部宅地造成がおこなわれてい

るものの、大半が竹林や雑木に覆われた区画である。

東倉治遺跡の周辺一帯の土壌は花崗岩質であるが、非常に風化が進んでいるため、土砂の流出が著し

く、しばしば崩落した土砂が土石流となって周辺を埋没させてきた。そのため、人々はこの地での居住

をあきらめ、丘陵下の倉治地区へ移り住んだと伝えられている。

東倉治遺跡の既往の調査　今回の調査地から東へ約 100 ｍ隔てた山手に位置する清水谷古墳の墳丘内と

その周辺部、及び警察学校敷地内を含む地域では、弥生土器を採集できることが早くから知られており、

この一帯が東倉治遺跡として周知されてきた。本格的な発掘調査は、昭和 42 年に交野市教育委員会の

委託で財団法人交野市体育文化協会がおこなった清水谷古墳の事例にはじまる。このときの調査では、

清水谷古墳が無袖横穴式石室を備えた古墳時代後期の円墳ないし方墳であることに加え、その周辺部に

おいて弥生土器が出土したことが報告された。これを嚆矢として、これまでに交野市教育委員会と財団

法人大阪府文化財センターが、遺跡範囲内で発掘調査をおこなっている。

既往の調査では、現代耕作土層や盛土層の除去面において、厚い砂とシルトの互層が確認されている。

ところによって３ｍ近い堆積となるこの層は、大規模な山崩れや洪水などで土砂が流出し、堆積したも

のと考えられている。また、この砂層中には、巨石が確認されることがあり、これがかつて存在した倉

治古墳群の石室材であったという可能性もある。いずれにせよ、厚い砂層に阻まれて遺構面・地山面の

確認ができていない地点が多く、今回も困難な調査となることが予想された。

第３章　東倉治遺跡の調査成果

第１節　調査地周辺の位置と環境
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　今回の調査対象地では、当初予想したとおり、第５～第９トレンチにおいて厚い砂とシルトの互層に

よる堆積がみられ、地山が確認できなかった。しかし、第１・第２トレンチではこの自然堆積砂層の堆

積がみられず、遺構面・地山面を検出することができた。

　以下、層ごとにその特徴を記す。

第１層〔現代耕土・床土・整地土層〕

　竹林に設定したトレンチでは腐葉土、耕作地に設定したトレンチでは現代耕土、宅地跡に設定したト

レンチでは、盛土や整地土がこれに相当する。すべて調査不要層であるため、重機による掘削をおこな

った。

第２層〔古墳時代以降の洪水堆積層（砂とシルトの互層）〕

　鈍い黄橙色を呈する細砂と褐色シルトの互層からなる堆積である。堆積が想定できる範囲は、今回の

確認調査と既往の調査から推測した結果、第７トレンチから南西の地域である。

　北東から南西方向への流れを示すラミナが、間断なくほぼ水平にみられること、また、土壌化した痕

跡がないことなどから、短期間に発生した大規模な洪水によって、大量の土砂が供給されたものと考え

られる。

今回の調査では、この砂層内から弥生時代後期～古墳時代前期の土器片が多数出土しており、この砂

層が古墳時代以降の堆積であることが明らかとなった。

第３層〔弥生時代後期～古墳時代前期の遺物包含層〕

　褐色土層～黄褐色土層を主体とする包含層である。第３トレンチでは、締まりの良い細砂～シルト層

として存在する。落込みや土坑などの埋土として残存することが多く、弥生時代後期～古墳時代前期に

所産時期をもつ多量の土器片を包含する。

　また、第８トレンチでは、微量の炭化物を含む黄褐色シルト層として確認した。第８トレンチの相当

層からは布留式甕の口縁部や、タタキ調整の残る土師器甕の体部片が出土した。

第４層〔弥生時代後期の遺物包含層〕

　明黄褐色を呈する粗砂～細砂層である。今回は、第８トレンチのみで確認した。この層からはタタキ

調整の残る甕の体部片が数点出土した。

第５層〔弥生時代相当層〕

　鈍い黄色の砂層である。しまりが悪いが、明確なラミナが観察できないことから、激しい洪水堆積で

あったとは考えにくい。今回の調査では、遺物の出土は確認できていないが、直上層との相対関係から

弥生時代相当層と考えられる。この層は、第７・第８トレンチで確認した。

第６層〔自然堆積層？〕

　黄褐色を呈する砂層である。細砂を主体とするが、部分的に粗砂、中砂、シルトが流入し、ラミナを

形成する。しまりは悪く、崩落しやすい。今回の調査では、遺物の出土が確認できていない。

第７層〔地山〕

　鈍い黄色～褐色を呈する粗砂層もしくは、灰白色を呈する中～細砂と粘土の互層である。トレンチに

よっては、粘土の割合が高く、硬くしまる様相を見せる。若干ラミナがみられ、礫を多量に含む。人為

的な関与は希薄であると推測されるため、地山として認識した。

第２節　基本層序
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第 17 図　既往の調査地位置図と基本層序模式図
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第 18 図　第３トレンチ土器だまり遺物出土状況図

第３節　調査成果（遺構）

第１トレンチ　第１トレンチは、南東から北西方向の舌状にのびる小丘陵上に設定した調査区である。

現況地表面の標高は、T.P.81.1 ～ 81.2 ｍを測る。地表面は竹林と低い雑木に覆われており、近年まで、

筍栽培がおこなわれていた区画に相当する。この微高地の頂上に北西から南東方向を主軸とするトレン

チを設定した。

　現況面において露出していた盛土を除去すると、黄褐色細砂を主体とする薄層があり、さらにこれを

除去した面において地山を確認した。地山は、黄褐色シルトと粗砂の互層で形成されており、下位にむ

かって粗粒化し、礫層の流入する様相が確認できる。この地山上面では、溝状の人為的な掘り込みを確

認したが、現代の排水溝であると考えられる。このトレンチからは、遺物が出土しなかった。

第２トレンチ　第２トレンチは、第１トレンチの北西側に設定した調査区である。舌状にのびる小丘陵

の先端部分（第１トレンチの北方）にあたる。現況面の標高は、T.P.79.9 ～ 80.0 ｍ、近年まで畑地と

して利用されていた区画である。

　現代耕作土を除去すると、部分的に整地土が残るものの、ほぼ全域において地山を確認した。地山上

面では、畦状の高まりを伴う階段状の小区画を検出したが、現代の畑作によって改変されたものと推測

される。現代をさかのぼる遺構および遺物は検出できなかった。

第３トレンチ　第３トレンチは、第１・第２トレンチとは市道を隔てた南西部に設定した調査区である。

小さく入り組んだ谷地の傾斜面に位置しており、近年まで宅地として利用されてきた地点にあたる。宅

地造成の際に大規模な盛土がおこなわれたため、現況では平坦な微高地として目に映る。現況面の標高

は T.P.79.8 ～ 80.0 ｍである。

　約１ｍにおよぶ厚さを測る盛土を除去すると、トレンチの北東部では地山の露出が認められた。おそ

らく後世の削平を受けたのであろう。トレンチの中央部分には、南西方向へと落ちるなだらかな傾斜が

あり、これより南西部分には、中世～近世の耕作土がひろがっていた。

中世～近世の耕作土を除去すると、黄褐色～褐色を呈する砂層堆積があらわれた。この砂層には、弥

生時代中期～古墳時代後期の土器片が多量に含まれていた。掘削時には当該時期の包含層であると認識

して作業を進めたが、断面観察および精査の結果、単一な遺物包含層ではなく、落込みが切り合う遺構

群であることが判明した。

落込み 3-1 は、トレンチの南西端部の一段低

くさがる窪みである。底面付近において、弥生

時代後期の土器だまりを検出した（第 22 図１

～９）。器台や甕・鉢などが重なり合って出土

する一括資料である。しかし、周辺から出土し

た土器片には、古墳時代前期まで製作時期が下

がるものも含まれていた ( 第 22図 1 0 ～ 12)。

また、落込み底面 (地山上面 )には拳大の角礫

の集積がみられた。

落込み 3-2、3-3、3-4 は、埋土を異にするた

め別遺構として扱ったが、ほぼ同所にあり、同
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方向へと傾斜する。同じ落込みの埋没過程における新旧や土砂の潜り込みと捉えることもできる。出土

遺物に時期差はほとんどなく、弥生時代後期～古墳時代前期のものを含む。ただし、弥生土器よりも土

師器の占める割合が高い (第 22図 1 3 ～ 19)。

これらの落込み群から出土した土器の破片は、いずれも大きく、また磨滅もさほど受けていないこと

から鑑みて、ごく近隣から投棄された遺物が、窪地に集積したものとみてよいであろう。その時期は弥

生時代後期～古墳時代前期であり、一定期間を通して存続した居住域が、近辺にあったことがうかがえ

る。なお、遺物を包含する落込み埋土は、調査区の南側へと連続して続くと考えられる。

落込みの埋土を除去すると、トレンチの北東部において確認した地山が、連続して認められた。

第 4-1 トレンチ　第４トレンチは、第３トレンチの南西側に設定した調査区である。なだらかに傾斜す

る丘陵斜面上に位置している。計画当初、この丘陵の尾根上に、長さ 50 ｍのトレンチの設定を予定し

ていたが、部分的に大規模な盛土の堆積が認められたため、丘陵の斜面に分割して設定することにした

ものである。（第 4-1 ～ 4-4 トレンチ）

　第 4-1 トレンチは、丘陵斜面の最も上部に設定した調査区である。竹林と雑木に覆われた現況面は、

標高 T.P.77.0 ｍを測る。

表土（竹根を多く含む）と整地土を除去すると、黄褐色を主体とする小礫を多量に含む砂層の広がり

を確認した。この層の上面では、明確な遺構および遺物の出土はなかった。この砂礫層を部分的に掘り

下げたところ、現況地盤より 1.8 ｍ以下に達しても、同様の堆積が連続していた。

第 4-2 トレンチ　第 4-2 トレンチは、立木（大木）を回避して、第 4-1 トレンチから南西方向へむかう

延長線上に設定した調査区である。現況地盤の標高は、T.P.76.8 ～ 74.2 ｍを測る。

表土（竹根を多く含む）と整地土を除去すると、第 4-1 トレンチでみられた黄褐色の砂礫層があらわ

れた。この上面では、トレンチの南端で、北東から南西へと走る流路を検出した。この埋土からは、弥

生時代後期～古墳時代前期の土器片が出土した。

　黄褐色の砂礫層は、第 4-1 トレンチ同様、厚く堆積していたが、トレンチの南端部では、現況地盤よ

り１ｍ以下のレベルにおいて地山を確認することができた。ただしこの地山は、トレンチの北方へむか

って砂礫層の下へ潜り込む様相をみせており、調査区全域において地山上面を検出することはできなか

った。砂礫層からの遺物出土は、確認できていない。

第 4-3 トレンチ　第 4-3 トレンチは、第 4-2 トレンチとは十字に交差する地点に設置した調査区である。

第 4-2 トレンチにおいて検出した弥生時代後期～古墳時代前期の流路の広がりと、地山までの深度を確

認するために設定した。現況地盤は、標高 T.P.76.0 ～ 74.5 ｍを測る。トレンチの北西部は雑草地であ

るが、南東部は、近年まで畑地として利用されていた区画にあたる。

表土と整地土および現代耕作土を除去すると、トレンチの北西部では第 4-1・第 4-2 トレンチで確認

した黄褐色の砂礫層があらわれた。南東部では、現代の土地区画とほぼ同じ地点から南東方向へ向かう

傾斜と、黄褐色粗砂の堆積が認められた。この粗砂の堆積は、断面観察から、落込みであることがわか

った (落込み 4-1)。

落込み 4-1 では、地山ブロックが入る上層から、中世の土師器皿片が出土した。また、ラミナが刻ま

れた下層から、弥生時代後期の壷底部片が出土した。落込み 4-1 の下層部分の状況を確認するため、部

分的な掘り下げをおこなったところ、現況地盤以下 3.3 ｍのレベルにおいて、底面を確認した。しかし、

この落込み埋土は、調査区外へ連続し、さらに層厚を増すようである。
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なお、落込み 4-1 の下層には、灰オリーブ色を呈する砂層が続いており、地山を確認することはでき

なかった。　

第 4-4 トレンチ　第 4-4 トレンチは、第 4-2 トレンチの西側斜面に設定した調査区である。現況地盤の

標高は、T.P. 71.8 ～ 74.7 ｍを測る。

表土と崩壊土を除去すると、橙色粘土を主体とする地山面があらわれた。第 4-2 トレンチとは地山の

土質、堆積状況とも異なる様相である。ただし、顕著な遺構・遺物の出土はなかった。

第５トレンチ　第５トレンチは、第４トレンチとは、水路を隔てた南西側に設定した調査区である。

第４トレンチとは、小さな谷（現水路地点）を隔てた別丘陵の斜面地にあたる。現況地盤の標高は、

T.P.71.0 ｍを測る。調査は、調査地が狭小であり、かつ用地外に接していることから、機械掘削をお

こなったのみで終了とした。

　撹乱を含む表土を除去すると、砂とシルトの互層からなる洪水砂があらわれた（基本層序２層に対応、

古墳時代以降の洪水砂層）。断面では、波状ラミナの形成が確認された。周辺の小谷は、この洪水砂に

よって覆われているものと推測される。洪水砂は、現況地盤以下、３ｍのレベルにおいても連続する様

相を見せ、地山の確認には至らなかった。このトレンチでは、顕著な遺構および遺物の出土はなかった。

第６トレンチ　第６トレンチは、第４トレンチを設置した丘陵地に連なる斜面に設定した調査区である。

現況地形は、東から西方向にむかってなだらかに傾斜しており、標高 T.P.71.2 ～ 69.5 ｍを測る。竹林

と雑木に覆われた区画である。

　表土を除去すると、トレンチの北西部では、第５トレンチで確認された洪水砂に対応する細砂の互層

があらわれた。トレンチの南東側では、締まりの良いシルトが堆積しており、北西側とは状況を異にす

る。南東側の細砂を掘り進めたところ、トレンチ中央部において、侵食を受けながらも残存する地山を

検出した。北西側の洪水砂は現況地盤以下 4.5 ｍまで連続しており、地山の連続面は確認することがで

きなかった。トレンチの南東側に堆積したシルト層は、3.5 ｍ程度の層厚をもって終焉し、現況地盤以

下 4.5 ｍのレベル付近で地山を確認した。

このトレンチでは、遺構および遺物の出土は確認できなかった。

第７トレンチ　第７トレンチは、第６トレンチの北側斜面に設定した調査区である。現況地盤の標高は、

T.P.67.0 ～ 69.0 ｍを測る。

　表土等を除去すると、トレンチの北東端部では地山が露呈した。トレンチ中央から南西部分では、第５・

第６トレンチと同様の洪水砂が堆積しており、その上面において、蛇行する自然流路を検出した。この

流路の周辺には、僅かではあるが中世遺物をふくむ包含層が残存していた。

次にトレンチ南西部に堆積する洪水砂の掘り下げをおこなったところ、トレンチ中央部の堆積がもっ

とも厚く、現況地盤以下 3.3 ｍレベル付近で地山を確認した。地山上面には、流水による浸食と考えら

れる不定形な凹凸が認められた。洪水砂の直下には明黄褐色土層を呈する締まりのよい細砂層があり、

この層から、弥生時代後期の甕底部が１点出土した。

第８トレンチ　第８トレンチは、第６トレンチ南西の丘陵地裾部に設定した調査区である。近年まで畑

作と果樹栽培が営まれていた区画にあたる。

　表土および現代耕作土を除去すると、第５～７トレンチで確認した洪水砂を確認した。この砂層から、

弥生時代後期の土器片１点、古墳時代前期の土師器片５点、サヌカイト剥片１点が出土した。

洪水砂を除去すると、弥生時代後期末～布留式期の土器片が出土する安定した遺物包含層（黄褐色粘



第 19 図　第１～第３トレンチ壁断面図・平面図
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第 20 図　第４・第５トレンチ壁断面図
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第 21 図　第６～第９トレンチ壁断面図
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　今回の調査において出土した遺物のうち、実測が可能なものについては、第 22 図・第 23 図に掲げた。

また、実測不可能なもののうち、特徴的なものについては、巻末の写真図版に掲げた。

　第 22 図１～９は、第３トレンチの側溝掘削時にトレンチ南西端部の土器だまりで確認した一括資料

である。土器だまりから出土した遺物は、弥生時代後期の製品であり、ほとんどが完形状態で出土した。

これらの土器は重なり合った状態で出土しており、同時に廃棄された可能性が高い。

１～３は、逆円錐台の体部に外方へ開く口縁部を持つ鉢である。調整は、体部内面に放射状のヘラミ

ガキを施し、外面はハケ調整のちヘラミガキを施す。１・２は類似したプロポーションを備えるが、３

はやや器高が低く、２に比べて肩部の張り出しが大きい。２は平底、３はドーナツ状の底面をもつ。２

の底部には木の葉痕がみられた。１は、有孔鉢である４が上に重なった状態で出土した。また、２は、

甕である５が上に重なったまま横に倒れた状態で出土した。

４は、すり鉢状の体部をもつ有孔鉢である。調整は内面にハケ調整を施し、外面はタタキ後ハケ調整

を呈する。内外面全体に煤が付着していた。

５～７は、突出しないドーナツ状の底面をもつ甕である。

５は、前述したように鉢と重なった状態で出土した。「く」の字に屈曲した口縁部をもち、体部上半

部に最大径をもつ。

６は、やや下膨れの体部と緩やかに外反する口縁部を有する。調整は体部下半外面に、右上がりより

むしろ縦向きに近い方向のタタキを施している。

７は体部下半のみの出土である。外面に斜め方向のタタキ痕、内面に明確なハケ目を残す。

８は、小型化した長頚壷である。胴部から立ちあがる口縁部をもつ。内外面ともにハケ調整を施す。

外面に黒斑がみられる。

９は、脚部・胴部・受部の部位差が顕著にあらわれた形態をもつ器台である。受部を下にした状態で

出土した。受部は上下に肥厚する口縁をもち、端面に２条の擬凹線がみられる。胴部の器壁が特に厚い。

調整は内面に細かいハケ調整がみられ、外面全体に丁寧なヘラミガキを施す。胴部～脚部では貫通する

円形透孔はみられないが、透孔を施そうとした痕跡が４箇所に残る。脚部には黒斑がみられた。

10 ～ 12 は、土器だまりの周辺部から出土した土器片である。

10 は、複合口縁をもつ土師器壷の一部である。外面に装飾を施した痕跡が見られるが、磨滅が著しく、

爪状の圧痕がわずかに認められるにすぎない。文様の全体形状は不明である。口縁部外面には複合口縁

土層）を確認した。さらにその下層には、弥生時代後期の包含層を確認することができた。この遺物包

含層直下には、層厚約１ｍを測る鈍い黄色砂層の堆積がみられ、その下面において地山を確認した。

今回の調査では、遺物包含層の掘削範囲が限られたため、遺構の検出には至らなかったが、遺物の出

土量等から判断して、付近に弥生時代末～古墳時代初頭の遺構面が存在する可能性は高い。

第９トレンチ　第９トレンチは、第８トレンチの南西（現在は住宅地内）に設定した調査区である。

表土を除去すると、第５～第８トレンチで確認した厚い洪水砂に対応する砂層があらわれた。この洪

水砂からは、古墳時代の土師器片が９点出土した。さらに現況地盤より４ｍ以下のレベルにおいて、第

７トレンチの南西部分において確認した弥生時代後期包含層に対応するとみられる明黄褐色砂層を確認

した。ただし、このトレンチでは遺構を検出できなかった。

第４節　調査成果（遺物）
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第 22図　東倉治遺跡出土遺物実測図 (1)
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の接着痕跡が、沈線状に残る。口縁端部内面には強い指ナデ痕が残っており、口縁端部は丸みを帯びて

肥厚する。

11 は、弥生土器壷の口縁部である。端部をなでて、面取り状に仕上げている。内面の一部に、指頭

圧痕を残す。

12 は、外面にハケ目を施した、土師器甕である。

　13 ～ 18 は、側溝掘削時にトレンチ中央部で確認できた落込み 3-2・3-3 の埋土から出土した土器で

ある。その器種は、弥生時代後期に属するものと布留式期に相当する遺物とが混在する。

　13 ･ 14 は弥生時代後期に所産時期をもつ甕の底部である。13 は浅いドーナツ状の底面をもつ。14 の

外面には指頭圧痕が残り、内面にはヘラ状の工具でなで上げた痕跡がみえる。

　15・16・18 は、土師器の高杯である。

　15 は、浅鉢状の杯部をもち、端部が緩やかに外反する。外面に丁寧なハケ調整を施している。

　16 は、浅い椀形の杯部をもつ土師器の高杯である。脚部との接合面である杯部の底部には深いえぐ

りが観察できる。

　18 は、脚柱部が長く裾部の広がりが大きい脚をもつ。外面の調整は、ハケ目の後ヘラミガキを施す。

色調はいずれも明赤褐色である。

　17 は、弥生時代後期の鉢である。浅いドーナツ状の底部外面と丸みを帯びて立ち上がる体部をもつ。

器壁外面にはヘラミガキが施されている。19 は、落込み 3-3 から出土した脚付きの鉢である。外面は

指ナデ、内面にはヘラケズリを施す。弥生時代後期の製品である。

　第 23 図 20 ～ 22 は、第 4-3 トレンチにおいて検出した落込み 4-1 から出土した遺物である。すべて

弥生時代後期の製品と考えられる。

　20 と 21 は、甕の底部である。20 は磨滅が著しく、調整が明らかではないが、21 の内面にはヘラ状

工具によるナデが認められる。22 は、屈曲した杯部をもつ、やや大型の高杯である。

　23 は、第７トレンチから出土した、弥生時代後期の甕底部である。外面にはタタキ痕、内面には工

具によるナデがハケ目状の痕跡として残る。

　24・25は、第８トレンチから出土した土師器甕の口頚部である。24は口縁端部に面取りを施す。25は、

ナデ調整により、口縁端部を肥厚させる。ともに古墳時代布留式の製品である。

第 23 図　東倉治遺跡出土遺物実測図 (2)
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　以上、東倉治遺跡の調査成果を述べた。今回の調査では、弥生時代後期～古墳時代前期の遺物が大量

に出土し、予想以上の成果を得ることができた。以下、トレンチごとに記述して、まとめとしたい。

①第１・第２トレンチでは、明確な遺構を検出することはできなかった。遺物の出土も確認できていな

い。人為的な関与が希薄な地点であったと判断される。

②第３トレンチでは、弥生時代後期～古墳時代初頭の遺物包含層と、落込み・土器だまりなどの遺構を

検出した。遺物の残存状態は良好であり、ごく近隣に、遺物の供給源である人々の居住地が存在した

可能性が高い。第３トレンチの南西側に設置した第４トレンチでは、明確な遺構面や包含層は確認で

きなかったものの、弥生時代後期～古墳時代初頭の遺物が出土しており、この周辺まで、生活域が広

がる可能性がある。

③第５～第９トレンチについては、既往調査において報告されている、厚く堆積した洪水砂を確認した。

今回の調査では、この洪水砂から古墳時代前期を下限とする遺物が出土しており、当該時期の堆積層

であることを明らかにした。また、この洪水砂を掘り下げた結果、第８トレンチでは、部分的にでは

あるが、弥生時代後期末～布留式期にあたる安定した包含層を確認した。このことは、洪水砂の下に、

当該時期の遺構面が遺存していることを予測させるものである。

東倉治遺跡は、これまでの既往調査の成果から、弥生時代後期を主体とする集落であるとの認識が高

かった。しかし、今回の確認調査では、新たに布留式期の土器が、弥生時代後期土器と同一層で出土し

た。このことは、集落は短期間に終わらず、一定期間をもって存続していたことを示す証左となる。

第５節　まとめ
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茄子作遺跡は枚方市茄子作地区（大字茄子作・茄子作東町・茄子作南町）を中心として広がる周知の

遺跡である。古くは「ナシツクリ」と呼称されたが、現在の大字表記は「ナスヅクリ」であり、遺跡名

もこれに拠るものである。今回の確認調査は、この茄子作遺跡の範囲を一部含む、枚方市茄子作南町か

ら隣市の交野市星田北６丁目～９丁目地内まで、約 1.2km の範囲についておこなった。以下、調査地周

辺の環境及び調査成果を報告する。

調査地周辺の地形と景観　枚方市および交野市は、大阪府の北東部、いわゆる北河内地域の東部に位置

している。北西に淀川、南から東方向に生駒山地を控えており、山地と段丘（交野台地・枚方台地・交

野が原とも）が市域の大半を占めている。生駒山地からは、妙見川・免除川・天の川（天野川）などの

河川が渓谷を刻みつつ、淀川へと注ぎ込む。谷地の周辺は、運ばれてきた土砂の堆積によって沼沢とな

り、早くから耕作地として利用されてきた。

第 24 図　茄子作遺跡他調査地位置図

なすづくり

第４章　茄子作遺跡他の調査成果

第１節　調査地周辺の位置と環境
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第 25 図　既往の調査地位置図

旧集落は、谷筋に沿った台地上に点在する。調査地の北東には茄子作村、北西には高
こうだ

田村、南には星

田村、南東には私
きさいち

市村があり、星田村から茄子作村へは東高野街道（現府道枚方泉佐野富田林線付近）

が通じていた。この街道は私
きさべ

部村・森村を経て、淀川を渡り、京都へと続く古代の主要交通路である。

街道沿いには今も道標が残されており、往時を偲ぶことができる。

集落が営まれた台地上は水の利が悪く、谷地に比べて耕地としての開発は遅かったと考えられている。

現在、調査地周辺には青々とした稲田がひろがっているが、農業用水のほとんどは井戸からの電力ポン

プアップに頼っている。古くは上部の星田新池より延々と引いた水路からの取水を主としたが、この水

路も枯れることが多かったという。星田山中の小松寺に残る『小松寺縁起』によると、平安時代後期頃、

寺は「三宅山荒山寺」と称したが、これは付近が険しい荒山であり、白い岩石が剥き出しであったこと

に由来すると説明されている。大雨があれば大水と土砂を排出するが、普段は川に一滴の水もない有様

であり、このことから「ほしだ（乾田・干田）」の名がおこったという。

『小松寺縁起』の記述は、比較的信憑性が高いものである。交野台地の地質を概観すると、基盤岩石
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である花崗岩の上に灰白色の礫まじり粘土層があり、この上に水酸化鉄のために黄褐色化をおこした砂

礫層が広がる層序を基本として捉えることができる。縁起にいう白い岩石とは、前者の灰白色の礫まじ

り粘土が剥き出しになった状態を指すのであろう。現在の星田地区一帯が荒地であったことも事実であ

ろうと思われる。なお、平安時代末期の文書である『平清盛書状』によると、星田庄には水田および星

田牧と称される馬の放牧地があったことがわかる。谷地を水田とし、台地を放牧地として利用していた

当地の景観を想起させる史料である。

調査地周辺の遺跡　次に、調査地周辺の遺跡について概観したい。調査地周辺では、早くから枚方市教

育委員会・財団法人枚方市文化財研究調査会・交野市教育委員会による資料採取や発掘調査がおこなわ

れてきた。結果、旧石器時代末期から中世に至るまでの遺跡が確認周知されている。以下時代ごとに記す。

旧石器時代　調査地より３km 程度隔てた丘陵斜面には、尖頭器およびサヌカイト製翼状剥片を用いた

ナイフ形石器を出土した、神宮寺遺跡が立地する。また、調査地南方に位置するＪＲ星田駅の南に位置

する布掛遺跡では、サヌカイト製ナイフ形石器・縦長剥片・石核等、石器製作における一連の工程を復

元することが可能な資料が出土した。枚方市域では茄子作遺跡内において、翼状剥片が採取されている。

縄文時代　広大な山林を抱える当地では、狩猟採集生活が基本であった縄文時代の著名な遺跡が確認さ

れている。前掲の神宮寺遺跡からは、縄文時代早期に分類される押型文土器を伴う石組遺構・炉跡の検

出が報告されており、星田地区の西側を流れる傍示川の谷口台地上に位置する星田旭遺跡では、縄文時

代中期～後期初頭の土器（醍醐Ⅱ～Ⅲ式・船元式・北白川上層式）を伴う住居跡が確認されている。

弥生時代　調査地（星田地区）の南側に位置する坊領遺跡（星田ぼうりょう遺跡）では、弥生時代中期

に所産時期をもつ土器片とサヌカイト製石鏃が出土している。

茄子作遺跡では、昭和 49 年に財団法人枚方市文化財研究調査会によっておこなわれた調査において、

弥生時代後期～古墳時代中期の集落跡が確認された。検出された遺構は隅丸方形プランをもつ竪穴住居

跡 14 棟、方形周溝墓１基等であり、つづく昭和 52 年の調査でも同時期の竪穴住居跡 19 棟および方形

周溝墓１基が確認された。この遺構検出地点は、今回の調査区（茄子作地区）北側の谷筋を挟んだ台地

上にあたる。なお、平成 13 年度に当センターがおこなった確認調査では、調査地東側の小川を挟んで

対峙する丘陵地斜面上で弥生時代末期～古墳時代初頭の遺物包含層を確認しており、広範囲にわたる集

落跡が当該地に存在した可能性を示すこととなった。

古墳時代　調査地の東方を流れる天野川の右岸に位置する森古墳群には、全長 110 ｍを測る前方後円墳

である雷塚古墳をはじめ、向山古墳・山神古墳など数基の古墳が点在している。雷塚古墳は標高 150 ｍ

の丘陵最高所に築かれており、撥形にひらく前方部を備える。この立地および墳丘の形状は、畿内にお

ける前方後円墳のうち、最古級として認識されている一例に合致する。

　また、森古墳群と天野川を挟んで対峙する山丘尾根上には、妙見山古墳がある。現在は消滅してしま

った古墳であるが、昭和 43 年には、竪穴式石室と長さ７ｍを測る刳抜型木棺および粘土槨の残存が確

認された。

古代・中世　調査地の北東方向には、私部城跡（伝承地）・でがしろ遺跡が位置している。ともに鎌倉

時代初期、河内守護代であった安見氏に関する遺跡として周知されている。安見氏は、若狭国安見庄よ

り当地へ来住し、でがしろ（古くはどいがしろ（土居ガ城？））に城を築いたという。室町時代には、

でがしろの北に私部城を築いたが、天正年間には衰退した。城跡周辺では、城築造時の整地土とみられ

る置土や段、堀跡などが確認されており、遺存状況は良好との報告がある。
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　今回の確認調査は、当初、約 96,000 ㎡の路線範囲内に 43 本のトレンチを設定して作業に着手した。

調査区名は、もっとも北東に位置するものを第１トレンチとし、第 43 トレンチまで順に付番した。し

かし、調査を実施するにあたり、既設水路や里道の分断を避けるためにトレンチの分割を余儀なくされ

たものや遺構の連続性を見るためにトレンチを増設した経緯があり、最終的には計 47 本のトレンチを

設置することとなった。分割および新設したトレンチは枝番号を付してトレンチ名とした。

　なお、調査区が広範囲にわたるため、ここでは大きく４ブロックに分割して記述することにしたい。

①茄子作北調査区………１～３・５・６トレンチ

②茄子作南調査区………４・７～ 18・20-1 トレンチ

③星田北調査区…………19・20-2・21 ～ 30 トレンチ

④星田南調査区…………31 ～ 43 トレンチ

茄子作北調査区　茄子作北調査区において掘削したトレンチは、谷地内（低地）および棚田状に造成さ

れた水田内に設定したものである。従って、土壌堆積は沖積地の状況に近く、基本的に粘土と砂および

その混合土から成っている。調査区内は水はけが悪く、土壌も軟質であることから、掘削時は壁面の崩

落が多くみられた。

　20 ～ 30 ㎝程度の厚さをもつ現代耕作土を除去すると、黄褐色を呈する近世耕作土や暗褐色を呈する

中世耕作土があり、部分的に洪水砂が流入する。洪水砂の中には細砂～粘土が激しいラミナを描いてま

じりこむ。ところによって、植物遺体を含んだ層も見受けられる。

　地山は青灰色を呈する硬く締まった砂質シルト層であるが、この直上には植物遺体を多量に含んだ黒

色粘土層の堆積があった。

茄子作南調査区　茄子作南調査区は、T.P.28 ～ 30 ｍを測る台地上にあたる。この範囲に設置したトレ

ンチの土層堆積は、基本的に褐色ないし黄褐色を呈する粘土とシルトから成る。10 ～ 25 ㎝程度の現代

耕作土を除去すると、堅く締まった黄褐色粘土質シルトである近世耕土があり、この直下にオリーブ灰

色を呈し、マンガン粒を多量に含む中世耕作土が部分的に残存していた。地山は灰黄色を呈する粗砂ま

じり粘土であるが、場所によっては径３㎝未満の礫を多く含む粘土質シルト層がラミナを伴って堆積す

る。なお、第８トレンチでは、地山面において弥生時代末～古墳時代初頭期のものとみられる竪穴住居

跡を検出した。

星田北調査区　星田北調査区は、茄子作南調査区につづく丘陵地の上位部にあたり、現地盤で T.P.33

～ 36 ｍを測る。20 ～ 30 ㎝の層厚をもつ現代耕土を除去すると、わずかな層厚の近世耕作土を挟在さ

せて地山面が確認できた。第 22・第 23・第 26・第 27・第 29 トレンチでは、近世耕作土の下に灰褐色

シルトを主体とする中世耕作土の堆積があり、さらにその直下において有機物の腐食によって黒色化し

たと考えられる黒褐色粘土層が存在していた。地山はこの黒色粘土層の下面で確認している。黒色粘土

層は、南寄りの第 27・第 29 トレンチで薄く、北へむかって徐々に厚くなる。なお、第 27・第 30 トレ

ンチでは、地山上面で、多数のピットや溝（古墳時代～中世）を検出した。

第２節　調査区の設定と基本層序

１．調査区の設定

２．基本層序
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第 26図　トレンチ設置位置図・基本層序模式図(１)
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第27図　トレンチ設置位置図・基本層序模式図(２)
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星田南調査区　星田南調査区は調査地の西南端にあたり、寝屋川市との市境に接している。現地盤は

T.P.37 ～ 38 ｍを測り、丘陵に連なる台地上にあたる。第 31 ～第 33・第 37・第 38・第 40・第 41 トレ

ンチでは、近世耕作土層と中世耕作土層が一定の層厚をもって残存していた。また地山直上では、古墳

時代後期頃の堆積と考えられる黒色粘土層を確認した。

　第１・第２・第３・第５・第６トレンチは、調査対象地北部の低地および低地から丘陵上へと続く傾

斜面に設置したトレンチである。北方へむかって開く谷にあたるため、土壌は水分を含んだ粘土質シル

トを主体とする。低湿地の堆積状況に近似し、丘陵上に比べ、早くから水田として耕作されてきた区域

にあたる。

第１トレンチ　第１トレンチは、丘陵裾部から低地へ移行する地形の変化点に設けたトレンチである。

丘陵斜面であるトレンチの西端では近世耕作土の直下において地山面を確認した。東半部では、約 1.0

ｍの厚さを測る中世耕作土のひろがりを確認することができた。

東半部では、中世耕作土を除去したところ、土石流の堆積とみられる砂礫を確認した。後世の撹拌と

整地によって、その上面は階段状に削られているものの、その層厚は最大で 80cm を測る。この砂礫層

からは、13 ～ 15 世紀の瓦器椀や土師器皿などが出土した (第 30 図 19 ～ 22)。

砂礫層を除去すると、トレンチ東半部では地山と考えられる礫まじり砂質シルトが顔をみせたが、東

半部では、黒色を呈する粘土質シルト層が薄く堆積していた。これは、有機物が腐食して土壌化したも

のと考えられる。この層からは、中世期の瓦器とともにサヌカイト製有舌尖頭器が１点出土した（第

29 図２）。これは、縄文時代草創期に属する石器である。

黒色粘土質シルト層を除去すると、トレンチ東半部においても地山を確認することができた。地山

上面には、河川の流走による抉りこみがあり、この埋土から縄文土器片が数点出土した（第 29 図 13）。

このことから、地山上面は縄文時代の遺構面である可能性が考えられた。　

第２トレンチ　第２トレンチは、第１トレンチの南側に設定したトレンチである。境界杭の損傷をさけ

るため、トレンチを中央部で分割して設定した（第 2-1 トレンチ・第 2-2 トレンチ）。

現代耕作土層と床土を除去したところ、第 2-1・第 2-2 トレンチともに、第１トレンチにおいて確認

した中世耕作土層に相当するとみられる灰色粘土質シルトの堆積が認められた。中世水田面では、小畦

畔やヒト・ウシなどの足跡を伴う水田を検出した。直上の包含層からは、瓦器椀・土師器皿・瓦器羽釜・

木製櫛等 (第 30 図 23 ～ 54) が出土しており、耕作時期は 13 ～ 14 世紀であると推測される。

中世耕作土を除去すると、第１トレンチと同様に、砂礫層と黒色粘土層を確認した。この層は、炭化

した植物遺体を多く含んでおり、部分的に下層へのもぐり込みがある。砂礫等の混入がなく、土質的に

はほぼ均質である。人為的な関与があまり認められない堆積である。

黒色粘土層を除去すると、地山を確認することができた。地山面は南西から北東方向に向かって緩や

かにさがる様相がみられ、その上面において、北西－南東方向に走る流路を検出した。また、地山に貼

り付いた状態で縄文土器片が出土した。

第３トレンチ　第３トレンチは、第２トレンチとは里道を隔てた丘陵の崖下に設定したトレンチである。

第３節　調査成果（茄子作北調査区）

１．遺構
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第 28 図　第１～第６トレンチ平面図
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現代および近世耕作土を除去したところ、第２トレンチ同様、中世に耕作されたとみられる水田面を数

枚確認した。トレンチの南西半部では、耕作土層の下面において、幅 2.2 ｍを測る溝を１条検出した（溝

3-1）。

　この溝の埋土は、人頭大のブロック土の集積から成っており、人為的に埋め戻されたと考えられる。

遺物の出土は確認できていないが、層序の堆積関係から、溝の掘削は中世初頭以前に遡るとみられ、他

トレンチで確認された平安時代末期の水田との関係が注目される。溝の方向は丘陵地の縁辺をめぐって

おり、ある時期の水田境界溝として機能していた可能性がある。

　中世耕作土を除去すると、トレンチ南西半部では、黒色粘土が認められた。一方、トレンチの北東半

部では、洪水砂が厚く堆積しており、黒色粘土の堆積は確認できなかった。黒色粘土から遺物の出土は

なかったが、洪水砂からは弥生土器片とみられる遺物が 1点出土した。

　これら黒色粘土および洪水砂を除去すると、還元作用のため青灰色に変色した地山面が認められた。

第５トレンチ　第５トレンチは、第１トレンチの南側 (谷筋上流 )に設定したトレンチである。既設水

路を跨ぐため、分割し、２本のトレンチとして設置した (第 5-1 トレンチ・第 5-2 トレンチ )。

　現代耕作土および近世耕作土を除去したところ、中世の水田面を確認した。第 5-1 トレンチでは、中

世耕作土の下に砂礫層があり、これより５世紀後半頃に所産時期をもつとみられる須恵器片 ( 第 30 図

55・56) と、長さ 15 ㎝程度の細い角柱状金属製品 ( 鉄製馬鍬の歯・第 30 図 61) が出土した。洪水砂層

の直下には、第２トレンチ同様、黒褐色粘土層の堆積があり、この粘土層の除去面において地山を確認

した。

　第 5-2 トレンチの地山上面からは、縄文土器片が出土した。遺物の出土量は谷上流に設置した第 5-1

トレンチの方が下流の第 5-2 トレンチよりも多く、また残存状態も良好であった。このことは、遺物の

多くが台地上より流入したものであることを示している。

第６トレンチ　第６トレンチは、谷部より丘陵上へと続く傾斜面に設定したトレンチである。現状では

整地が施され、棚田状に水田がつくられている地点にあたる。

　現代および近世耕作土を除去すると、古代末期から中世初頭に形成されたとみられる水田と整地跡を

確認した。中世耕作土からは、瓦器羽釜や須恵器鉢、土師器皿等が出土した。

中世耕作土直下の基礎地盤は、円礫を多く含む土石流である。この土石流を除去したところ、植物遺

体を多く含む黒色粘土の薄層を確認した。この薄層は、第１～第５トレンチにおいて確認した類似層に

比べて灰色味が強く、植物遺体の混入が少ない。

黒色粘土層を除去したところ、トレンチの西端では地山と目される砂礫まじり粘土の露出が確認でき

た。トレンチの東半部では、上位面に鉄分が沈着した灰色粘土の広がりがみられた。部分的に炭化物の

破片を含むこの層からは、土師器甕の底部破片が１点出土した。図化は困難であったが、形状から古墳

時代初頭の製品であると考えられる。

２．遺物

第１・第２・第５トレンチより出土した遺物のうち、実測が可能なものについては、第 29 図・第 30

図に掲げた。また、実測が不可能な遺物のうち、特徴的なものについては、巻末の写真図版に掲げた。

第１トレンチから出土した遺物は、第 29 図２・６・13、第 30 図 16 ～ 22 である。

第 29 図２は、サヌカイト製の有舌尖頭器である。逆三角形状の基部を備える。表面の調整剥離は、



52

第29図　茄子作遺跡他出土遺物実測図(1)

両側縁から基軸に達するものと基軸を越えるものとがある。裏面には右側縁から基軸を超える剥離がみ

られる。先端部と基端部、一方の側縁部を欠損しており、製作途中で破損した疑いがある。６はサヌカ

イト製のファースト・フレイクである。ともに地山直上の黒色シルト層より出土した。

16 は土師器の高杯である。古墳時代の製品であると考えられるが、磨滅がひどく、他所からの流入

品とみられる。17 は須恵器高杯の脚部である。１条の波状文が施されている。焼成は甘く、赤紫色の

断面色調をもつ。指ナデ痕が鋭い、５世紀の製品である。18 は同じく須恵器高杯の一部であるが、磨

滅が著しい。焼成は良好であり、所産時代は６世紀にさがるものとみられる。19 は瓦器椀底部、20 ～
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第 30 図　茄子作遺跡他出土遺物実測図 (2)
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22 は土師器皿である。瓦器・土師器ともに 14 世紀後半～ 15 世紀初頭頃のものと推察される。16・17

は古代の洪水砂層から、18 ～ 22 は中世耕作土層より出土した。

第２トレンチから出土した遺物は、第 29 図 11・12、第 30 図 23 ～ 54 である。

第 29 図 11・12 は、第 2-1 トレンチから出土した縄文土器片である。中世耕作土より出土した。11 は、

外面に巻貝による条痕が施されている。内面は指ナデによる調整がみられる。外面の一部に炭化物の付

着が観察できた。全体的に焼成は甘く軟質である。12 は、外面に横方向のケズリが施されている。焼

成は良好であるが、ローリングを受けているため摩滅が著しい。

第 30 図 23・24 は須恵器杯身の口縁部である。磨滅をうけており、近隣において廃棄されたものであ

る可能性は低い。両者とも、古代に属する製品であるが、確実に古代のものと考えられる遺構が検出で

きていないことから、谷上流もしくは丘陵地上から流入した遺物であると考えられる。

25 は木製の横櫛である。文様・漆などの塗布はみられない、木地である。表面は滑らかに加工され

ており、歯は細かい。片面に認められる「×」状の傷痕は、使用時のものであろうか。

26 ～ 43 は土師器皿である。緩やかに口縁部が立ち上がるものや屈曲するもの、段をもつもの、深さ

があるものなど形態は種々あるが、概ね 12 ～ 14 世紀に所産時期をもつ製品が大半である。横ナデによ

って整形するものが多い。浅い器形をもつもののなかには、直線的に立ち上がる口縁をもつもの（26・

27・34）や強い横ナデによって底部から口縁への変換点に段状の弱い突起をもつもの（28・29・33・

35・38）が目立つ。やや深い器形をもつものには、口縁部を大きく外反させた 30 や 31 がある。30 の

内面には黒色物質が付着していた。31 の内面には、横方向のハケ目の痕跡が残る。40 の口縁端部内面

には、沈線状の段が１条めぐらされていた。

44 ～ 53 は瓦器椀である。屈曲して外反する口縁と口縁端部内面に段をもつ大和型の製品が比較的多

く、楠葉型・和泉型を凌駕する。生産時期は、高台に退化がみられることや、内面のミガキが疎らであ

ることから、13 世紀を遡るとは考えにくい。49 は底部内面に連結輪状の暗文が描かれている。50 は低

い器高と貼付高台をもち、底部内面にはジグザグ状の暗文が描かれている。

54は瓦器羽釜の口縁部である。外面には２条の沈線をめぐらせ、内面にはハケメ調整が施されている。

第５トレンチから出土した遺物は、第 29 図 14・15、第 30 図 55～ 6 1 である。

第 29 図 14・15 は、地山面直上から出土した縄文土器である。いずれも調整などを観察するのが困難

なほど、摩滅をうけている。器形は、胴部と口縁部の境で内屈する深鉢であり、同一個体破片の可能性

もある。滋賀里Ⅱ式に類される製品である。

第 30 図 55 ～ 58 は須恵器である。55 は壷ないし甕の口縁部であるが、内面端部に突起がめぐらされ

ている点が類例を見ない。突起のすぐ下部に自然釉の剥離があり、蓋が付随する可能性がある。初期須

恵器の一部であろうか。古代の洪水砂から出土した。56 は、甕の口縁部である。内面にはオリーブ色

を呈する自然釉の付着が認められる。58・59 は、杯身の一部である。器壁の摩滅は著しい。古代の製

品である。57 は短頚壷の口縁部である。外面には平行タタキを施し、内面はヘラ状の工具を用いてな

でている。粘土帯の継目が顕著であるなど整形は粗雑であり、中世須恵器に類するものと思われる。

60 は、木製容器の底板である。復元直径は 13.5 ㎝を測る。表裏面ともに黒色塗布物の付着が認めら

れる。残存部位には、木釘や孔の痕跡はない。付随する側板部材の形状は、曲物と推測される。

61 は鉄製馬鍬の歯である。歯先は磨滅し、側面の一部にも欠けがみられる。相当の使用に耐えたも

のであろう。馬鍬は、木製の歯をもつものの出現が、古墳時代前期に確認されている。



第 31 図　第１・第２トレンチ壁断面図・平面図

55 ･ 56



第 32 図　第３・第５・第６トレンチ壁断面図・平面図

57 ･ 58
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　第４・第７～第 18・第 20-1 トレンチは、丘陵上に設置したトレンチである。この丘陵の先端部では、

谷越しに弥生時代の竪穴住居群を検出した茄子作遺跡と上の山遺跡を見通すことができる。

第４トレンチ　第４トレンチは、丘陵傾斜面の北東側に設置したトレンチである。現代耕作土を除去す

ると、部分的に中世耕作土の残存がみられたが、その除去面において、掘立柱建物跡と考えられるピッ

トを２基検出した（第 33 図ピット５・６）。このピットは、平面では一辺 30 ㎝程度の隅丸方形を呈し、

約 35 ㎝の深さを有する。埋土には細かい炭化物と古代の土師器片が含まれており、当該時期の遺構で

あると推測される。また、同一面上において、炭化物と焼土が密集する浅い小土坑状の遺構（土坑１）

や、弧状に曲がる小溝を検出した。これらは古代以前に営まれた竪穴住居の痕跡である可能性が高い

（後述）。土坑１周辺からは、須恵器壷の底部が出土した（第 39 図 62）。

なお、丘陵上に設置したトレンチの地山は、粗砂まじり粘土を主体とする。第４トレンチでは、ピッ

ト検出遺構面のベースである明褐色粘土質シルト層を除去した時点で地山を確認した。地山上面では特

に顕著な遺構は検出できなかったが、壁断面には起伏がみられることから、周辺に遺構が存在する可能

性がある。

第４節　調査成果（茄子作南調査区）

１．遺構

第33図　第４トレンチ遺構平面断面図
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第７トレンチ　第７トレンチは、第４トレンチの西側に並行して設置したトレンチである。その堆積状

況は、第４トレンチに近似しており、層厚もほぼ同じである。

　第１遺構面（推定古墳時代後期～古代遺構面）では炭化物と焼土が密集した埋土をもつ土坑を１基検

出した。また、地山上面である第２遺構面（推定弥生時代末期～古墳時代初頭）では、土坑・溝・ピッ

トを検出した。遺物の出土は少量であるが、遺構面が一定の広がりをもって残存することを確認できた。

第８トレンチ　第８トレンチは、第４・第７トレンチよりもさらに丘陵頂上部へと移動した段上に設置

したトレンチである。傾斜地を水田としたため、標高が高い南半部では後世の削平が著しく、近世耕作

土を除去した時点で地山があらわれた。一方、標高が低い北半部では、盛土整形による耕作面の水平化

が図られたため、包含層および遺構が良好に残存していた。

トレンチ南半部では、地山上面に水田畦畔が浮き彫り状に残って検出された。近世の耕作による影響

である。また、随所に砂が溜まった足跡（ヒト・ウシ等）を検出した。

トレンチ北半部では、近世の盛土を除去した面において、北側へ下がる落込み状の遺構を検出した。

この埋土には古墳時代初頭期のものとみられる土師器甕片や高坏裾部などが含まれていたためさらに掘

削を続けたところ、この落込み状の遺構は、鈍いカーブをもつ隅丸方形の周溝をもつ竪穴住居の一角で

あることが判明した（竪穴住居１）。断面観察からは、礫まじり粘土層を掘り込み、薄く粘土を敷いて

張り床を施した痕跡がうかがえる。また埋土には、炭化物を多量に含む一角が認められたことから、炉

跡も良好に残存するものとみられる。この竪穴遺構は、トレンチ北側の里道下へと続くが、周囲に同時

期の遺構面が広がる可能性が高い。

第 34 図　第８トレンチ遺構平面断面図
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第 35 図　第４・第７～第９トレンチ平面図
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第９トレンチ　第９トレンチは、第８トレンチの南西側に設定したトレンチである。丘陵尾根筋の東側

斜面にあたり、他調査区と同様、近年まで水田が営まれていた。現代耕作土を除去したところ、鋤溝を

伴う近世水田を確認し、その直下に地山を確認した。

トレンチの西壁断面には、暗色を呈する粘土の落込みが認められた。このため、トレンチを拡張して

精査をおこなった結果、長辺 3.8 ｍ×短辺 0.8 ｍ（残存部）を測る平面隅丸方形を呈する土坑を検出す

ることができた。この埋土からは、炭化物と６世紀所産の須恵器坏蓋・甕片が出土した。

このトレンチの近世耕作土からは、磁器、染付、土製の人形等 (第 39 図 63 ～ 65) が出土した。　　

第 10 トレンチ　第 10 ～第 18・第 20-1 トレンチは、丘陵より北方向へ開く傾斜面に設置したトレンチ

である。著しく後世の削平を受けており、遺構の検出は大部分において困難であった。

現代耕作土を除去したところ、厚さ 10 ㎝を測る近世耕作土を確認した。この耕作土は、直下に堆積

する粗砂まじり粘土層（径３㎝未満の円礫を多く含む）を基盤とする。この層の上面には、粘土質シル

トを埋土とする浅い抉りこみが一部でみられたが、それ以外の顕著な遺構は確認できなかった。しかし、

トレンチ北壁の断面には粗砂まじり粘土の埋土をもつ落込みがみられたことから、このトレンチより北

側では、遺構が検出される可能性が考えられる。遺物の出土は確認できなかった。

第 11ト レンチ　第 11 トレンチは、第 10 トレンチの南側に設定したトレンチである。現代耕作土を除

去したところ、近世以降の大規模な整地跡がみられた。この整地土層は、地山である灰黄色粗砂まじり

粘土を削って落込み等の凹地に充填したものであるため、地山と類似しているが、地山土に比べてしま

りが弱く、マンガン粒のまじりこみがみられる点を異とする。この整地土からは、染付碗の破片とサヌ

カイト剥片が出土した (第 29 図５)。

整地土を除去したところ、水田畦畔と中世耕作土を埋土とする溝を検出した。しかし、これ以外に顕

著な遺構はみられず、遺物の出土もなかった。

第 12 トレンチ　第 12 トレンチは、第 11 トレンチの南側に設定したトレンチである。この地点は丘陵

地上にあたるため、削平が著しく、現代耕作土および床土を除去した面において地山を確認した。

　地山上面では、近世の耕作痕跡が刻まれている以外、顕著な遺構は検出できなかった。トレンチの中

央部には落込みがみられたが、埋土は均質な黄褐色粗砂まじりシルトであり、遺物の出土はなかった。

第 13 トレンチ　第 13 トレンチは、第 12 トレンチの南側に設置したトレンチである。丘陵東側傾斜面

にあたるため削平はうけておらず、部分的に中世耕作土が残存していた。中世耕作土を除去すると、地

山があらわれた。地山上面では、南北ないし東西方向の鋤溝を多数検出したが、これ以外の遺構はみら

れなかった。中世耕作土からは、瓦質三足釜脚部（第 39 図 66）や瓦質片口鉢口縁部（第 39 図 67）、瓦

器碗などの出土があったものの、みな残存状態は悪く小片である。

第 14 トレンチ　第 14 トレンチは、第 13 トレンチの南西側に設置したトレンチである。現代耕作土を

除去したところ、全面に近世耕作土の残存が認められた。さらに近世耕作土を除去したところ、標高が

高い西側では地山を確認した。標高が低い東側には中世耕作土が残存していたが、鋤溝および区画溝以

外の遺構は確認できなかった。遺物の出土は、近世耕作土内に染付片・施釉陶器片があったのみである。

第 15 トレンチ　第 15 トレンチは、丘陵が谷へと落ちる傾斜面上に設置したトレンチである。緩やかな

傾斜地は段をもって整形されており、早くから水田として利用されてきたとみられ、削平も顕著であっ

た。現代耕作土を除去すると、近世耕作土が薄く堆積しており、これを除去した段階で地山を確認した。

近世耕作面において井戸１基と区画溝を検出したが、ともに近世～近代に設けられたものである。
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第 36 図　第 10 ～第 13 トレンチ平面図
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第 37 図　第 14 ～第 16・第 20-1 トレンチ平面図
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第 38 図　第 17 ～第 19 トレンチ平面図
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第 16 トレンチ　第 16 トレンチは、第 15 トレンチの南側に設定したトレンチである。このトレンチも

早くから削平をうけており、現代耕土を除去した時点で地山を確認した。地山面では近世耕作土を埋土

とする不定形な土坑状遺構を検出したが、遺物の出土はなかった。

第 17 トレンチ　第 17 トレンチは、第 16 トレンチの南西側に設定したトレンチである。現代耕作土お

よび近世耕作土を除去すると、トレンチの南半部では地山が露呈した。トレンチの北半部には、中世耕

作土が残存しており、これを除去したところ、トレンチ全面において東西および南北方向の鋤溝群を検

出した。ただし、これ以外に顕著な遺構はみられなかった。

近世耕作土からは、青磁片 (第 39 図 68) と陶器擂鉢 (第 39 図 69) が出土した。

第 18 トレンチ　第 18 トレンチでは、近世耕土を除去した面において、褐色を呈する粗砂～細砂層の厚

い堆積を確認した。遺物の有無を確認するため、谷底まで掘削をおこなったが、顕著な遺構および遺物

は確認できなかった。この谷は、丘陵が形成される過程において埋没したものと考えられる。

第 20-1 トレンチ　第 20-1 トレンチは、第 14 トレンチの南側に並行して設定したトレンチであるが、

第 14 トレンチよりも包含層の残存状況は悪く、中世耕土は畦畔や区画溝の埋土として、地山面に残る

のみであった。遺物の出土はなかった。

２．遺物

　第 39 図 62 は、第４トレンチから出土した須恵器壷の脚部である。８世紀～９世紀初頭の短頚壷ない

し長頚壷の一部と考えられる。古代遺構面において検出された、焼土坑を精査検出する際に出土した。

　63 ～ 65 は、第９トレンチから出土した遺物である。63 は、磁器碗の底部である。胎土には細かい黒

色粒がまじる。底部外面は露胎、底部内面には蛇の目釉剥が残る。64 は、染付鉢の底部である。内面

に細かい絵付を施す。65 は、三番叟を表現した土製人形である。草木灰の塗布により、外面色調は淡

黄色を呈する。烏帽子をかぶり、右手に扇、左手に鼓をもつ。烏帽子と帯には緑釉の塗布が認められる。

　66・67 は、第 13 トレンチから出土した。66 は、瓦質三足釜の脚部付根である。67 は、瓦質片口鉢

の口縁部である。ともに摩滅が著しい。14 ～ 15 世紀の製品である。

　68・69 は、第 17 トレンチから出土した。68 は、青磁碗の口縁部である。外面には退化した花弁文を

施す。69 は、陶器擂鉢の口縁部である。内面に一部擂目が認められる。中近世の製品である。

第39図　茄子作遺跡他出土遺物実測図(3)



第 40 図　第４・第７トレンチ壁断面図

67・68



第 41 図　第８～第 11 トレンチ壁断面図

69・70



第 42 図　第 12 ～第 16 トレンチ壁断面図

71・72



第 43 図　第 17 ～第 19・第 20-1 トレンチ壁断面図

73・74
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　丘陵地に設定したトレンチのうち、府道星田北線より西側に位置するものを、星田北調査区として一

括した。この調査区では、複数のトレンチにおいて、中世耕作土の下に、古墳時代から古代において生

成したと考えられる黒色を呈する粘土層 (以下、黒色粘土層 ) が確認された。植物遺体が多数含まれて

いることから、湿地など、水成堆積による土壌のなりたちを推測することができる。

　地山は、この黒色粘土を除去した面において、確認された。

第 19 トレンチ　第 19 トレンチは、市道を隔てた西側に設定したトレンチである。現代耕作土を除去し

たところ、一部で中世に形成されたとみられる耕作土を確認した。これを除去した地山上面では、数条

の鋤溝と水田を区画する畦や溝を有する段を検出した。ただし、これ以外に、顕著な遺構はみられなか

った。また、遺物の出土は確認できなかった。

第 20-2 トレンチ　第 20-2 トレンチでは、現代耕作土を除去した面において近世耕作土を確認した。ま

た、近世耕作土の直下において地山を確認した。

　地山上面はほぼ平坦であるが、部分的に近世時になされた整地痕跡が階段状に残る。数条の鋤溝と土

留めのための杭列を確認したが、他に顕著な遺構を確認することはできなかった。また、遺物の出土は

確認できなかった。

第 21 トレンチ　第 21 トレンチは第 20-2 トレンチの南側に設けたトレンチである。現地表面では、ト

レンチの中央部付近に、水田の区画段差がある。

　現代および近世耕作土を除去したところ、上面に耕作面をもつ土層を数枚確認した。この土層には、

中世期の土師器や須恵器・瓦器の小片などが含まれていた。このことから、中世に営まれた水田跡であ

ると考えられる。

中世耕作土を除去すると、北へむかって緩やかにさがる地山を確認した。地山上面では数条の鋤溝を

検出したが、これ以外の顕著な遺構はみられなかった。

第 22トレンチ　第 22 トレンチは、第 20-2 トレンチの南西側に設定したトレンチである。

　近世耕作土の直下において、中世耕作土の堆積を確認した。この耕作土からは、須恵器 ( 第 46 図

71・72) や瓦器・瓦質土器の破片が出土した。耕作土の形成時期は、中世 (13 世紀以降 )と考えられる。

中世耕作土を除去したところ、黒褐色を呈する砂礫まじり粘土質シルトの薄層を確認した（上述の黒

色粘土層）。これは、有機物の腐食によって土壌化した堆積層であると考えられる。この層から古墳時

代中期に所産時期を持つ須恵器坏蓋の破片が出土した（第 46 図 70）。

黒色粘土層を除去すると、北へ向かってなだらかに下がる地山面を検出した。地山は灰白色粗砂まじ

りシルトを主体とするが、トレンチ南部では白色砂礫が多くまじる状況がみられた。

地山上面では溝状の落込みを検出したが、埋土からの遺物の出土は認められなかった。また、断面形

は不定形で、人為的な遺構ではないと考えられる。

第 23 トレンチ　第 23 トレンチは、第 22 トレンチの南に設定したトレンチである。現代耕作土層を除

去すると、ほぼ水平に堆積した耕作土層と耕作面を確認した。

　耕作土からは、土師器・瓦器椀の小片が出土した。出土遺物から、耕作土の形成時期は中近世である

と考えられる。

第５節　調査成果（星田北調査区）

１．遺構
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　中近世耕作土を除去して検出した遺構面では、排水に伴うと考えられる南北方向の溝（溝 23-1）と、

これに直交する鋤溝を数条有する水田面を検出した。

　中近世耕作土の下層には、地山が露出する部分と、黒色粘土層が堆積する部分が認められた。地山面

は、北方向へ徐々に傾斜するため、黒色粘土層は主としてトレンチの北半部に堆積する。

　黒色粘土層を除去した地山面では、遺構を検出できなかった。また、このトレンチでは、黒色粘土層

から遺物の出土はなかった。

第 24 トレンチ　第 24 トレンチは、第 23 トレンチの南東に設定したトレンチである。

　現代耕作土を除去したところ、北方向へ緩やかに下がる地山を確認した。地山面では遺構を検出する

ことはできなかった。上層からの耕作により、遺構面は削平されたものと考えられる。遺物の出土は確

認することができなかった。

第 25 トレンチ　第 25 トレンチは、第 24 トレンチの南側に設定したトレンチである。

　現代耕作土を除去した面において、緩やかに北方へ下がる地山を確認した。ただし、トレンチの北半

部の一部には、近世耕作土が残存しており、この層より染付片や土師器片が出土した。

地山上面では、トレンチ中央部において１条の溝と東西方向の鋤溝を検出した。溝からは、中世に所

産時期をもつ土師器や須恵器・瓦質土器の小片が出土した。かつては中世水田の区画溝が存在していた

ものと考えられる。

第 26 トレンチ　第 26 トレンチは、第 21 ～第 25 トレンチとは水路を挟んだ西側に設定したトレンチで

ある。計画当初に設定したトレンチを第 26-1 トレンチ、また、遺構の広がりを確認するため、第 26-1

トレンチの東側に追加して設定したトレンチを、第 26-2 トレンチとする。

　第 26-1 トレンチでは、近世耕作土を除去したところ、中世耕作土および耕作面を確認した。耕作土

からは、13 ～ 15 世紀に所産時期をもつ須恵器鉢（第 46 図 73）や土師器皿、瓦器椀が出土した。

中世耕作土を除去すると、トレンチの両端では地山を確認したが、トレンチの中央部分は、落込み状

の窪地となっており、黒色粘土の堆積がみられた。黒色粘土は、蛇行する浅い流路のように伸びる様相

をみせる。この流路を掘削したところ、下層に氾濫堆積とみられる砂層があり、さらにこの砂層の直下

において、黄褐色の粗砂まじり粘土を主体とする地山を検出した。

また、トレンチの東端では、南北方向の浅い溝を検出した（溝 26-1）。この溝の広がりを確認するた

めに、第 26 トレンチの南方に第 26-2 トレンチを新設して調査をおこなったところ、地山面において、

溝 26-1 の延長と考えられる遺構を検出した。

第 27 トレンチ　第 27 トレンチは、第 26 トレンチの南西に設定したトレンチである。

　近世耕作土層を除去すると、中世耕作土があり、この上面で耕作面を確認した。また、中世耕作土を

除去すると、黒色粘土層が、薄い堆積層としてあらわれた。この黒色粘土層を除去すると、ほぼ平坦な

地山面を検出した。

地山上面では、黒褐色粘土質シルトを埋土とするピットを数基検出した。断ち割りをおこなったとこ

ろ、人為的な掘り込みであることが確実視されたため、トレンチを拡張して遺構の広がりを確認するこ

ととなった。

トレンチの北半部を幅５ｍ×長さ 10 ｍ程度の範囲にわたって拡張し、掘削したところ、新たに数基

のピットと弧を描く小溝を検出した。時期が確定できる遺物の出土がないため遺構の掘削時期は断言で

きないが、西側の星田南調査区の成果をふまえると、古代以前に遡る遺構群である可能性が高い。
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第 44図　第 20 ～第 26 トレンチ平面図
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このトレンチからは、サヌカイト製石刃や剥片 ( 第 29 図１・７～ 10)、須恵器器台 ( 第 46 図 74)、

須恵器鉢 (第 46 図 75)、瓦質釜 (第 46 図 76・77) などが出土した。

第 28 トレンチ　第 28 トレンチは、第 27 トレンチの南東側に設定したトレンチである。現代耕作土を

除去すると、中世耕作土とこれに伴う耕作面を検出した。耕作面には、東西方向の鋤溝が刻まれていた。

中世耕作土層を除去すると、平坦な地山を確認することができた。地山上面では、鋤溝を検出したが、

それ以外の遺構は確認できなかった。遺物は、中世耕作土より若干の土師器片が出土したのみである。

第29トレンチ　第29トレンチは、第27トレンチの南側に設けたトレンチである。近世耕作土層の下に、

中世耕作土とこれに伴う耕作面を確認した。耕作土には、中世の遺物が一定量含まれており、周辺に当

該時期の居住域が営まれた可能性が考えられた (第 46 図 78 ～ 80)。

耕作土を除去すると、トレンチ東端部では地山があらわれ、それより西部では黒色粘土（第６層）の

堆積が認められた。このトレンチでは、黒色粘土の層厚は薄く、５cm 程度である。

黒色粘土を除去すると、トレンチ全域において地山を確認した。地山面では、シカやイノシシとみら

れる足跡を検出した。人為的な遺構を確認することはできなかった。

第 30-1 トレンチ　第 30-1 トレンチは、第 27 トレンチの西側に設定したトレンチである。南西から張

り出した微高地上にあたる。当初の設置予定地は微高地の先端部であったが、厚い盛土が認められたた

め、予定地よりも 20 ｍ程度西へ移動した地点（現況では水田跡地）にトレンチを設置した。現代の整

地土と近世耕作土を除去すると、トレンチの北半部では、ほぼ平坦な地山面を確認した。南半部では、

地山が南へ向かって緩やかに落ち込む様相が見られた。

　トレンチ北半部では、南北方向の鋤溝や数基のピットを検出した。ピットは断ち割りを行い、人為的

な遺構であることを確認したが、遺物が出土しなかったために時期を確定することはできなかった。

　トレンチ南半部の落込みには、にぶい黄褐色粘土質シルトが堆積していた。この落込み内からは、瓦

器椀の破片が１点出土した。このことから、落込み埋土は、中世に堆積したものと考えられる。

第 30-2 トレンチ　第 30-2 トレンチは、第 30-1 トレンチの南側に設けたトレンチである。微高地が南

へ緩やかに下がる傾斜面にあたる。現況では階段状に細かく整形された水田地である。

盛土および近世耕作土を除去すると、傾斜面をもつ地山があらわれた。

地山面では、ピット１基と北東－南西方向にはしる溝を検出した。ピット 30-1 は、断ち割りをおこ

なったものの、掘形が浅く、遺物の出土は確認できなかった。

溝は、耕作に伴うと考えられる遺構である。遺構埋土からは遺物が出土しなかったため時期を明確に

しえないが、埋土が中世耕作土に近似することから、当該時期の遺構であると考えられる。

２．遺物

　星田北調査区から出土した遺物のうち、実測図の作成が可能なものについては、第 29 図および第 46

図に掲げた。また、実測が不可能な遺物のうち、特徴的なものについては、巻末の写真図版に掲げた。

第 22トレンチから出土した遺物は、第 46 図 70 ～ 72 である。

70 は、古墳時代中期（TK47）に所産時期をもつ須恵器杯蓋である。天井部と口縁部の稜が短く、や

や鋭さに欠ける印象をうける製品である。黒色粘土層 (古墳時代～古代相当の湿地状堆積層 )から出土

した。

71 は、古墳時代後期（TK10）の坏身である。立ち上がりの内傾度が強く、口端部と受部先端ともに
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第 45 図　第 27 ～第 30 トレンチ平面図
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丸く収められている。中世耕作土から出土した。

72 は、東播系鉢の口縁部である。指ナデにより、肥厚させた口縁端部をやや内傾させる。13 世紀後

半～ 14 世紀前半頃の製品である。中世耕作土から出土した。

第 26 トレンチから出土した遺物は、第 46 図 73 である。73 は、12 世紀末～ 13 世紀初頭に所産時期

をもつ東播系須恵器鉢の底部である。底部の中央部がやや厚く、外面には粗い指ナデを施す。

第 27 トレンチから出土した遺物は、第 29 図１・７～ 10 と第 46 図 74 ～ 77 である。

１は、トレンチ拡張部の地山直上から出土した、サヌカイト製縦長剥片である。両側縁および基軸の

稜が平行する縦長剥片であり、いわゆる石刃と認定しうる石器である。

７～ 10 は、サヌカイトの剥片である。すべて、一部に自然面を残している。中世耕作土からの出土

であるため、原位置を保つものではない。74 は、須恵器器台の脚部である。外面にクシ状工具を用い

て間断なく波状文を描き出している。長方形のスカシを備えていた痕跡がある。古墳時代中期（TK23

～ TK47）の製品である。黒色粘土層より出土した。75 は、須恵器鉢の口縁部である。端部付近で内屈

する器形をもつ。13 世紀の製品である。76 は瓦質釜の口縁部である。面取りした口縁端部と短い鍔を

もつ。15 世紀の製品である。77 は、瓦質羽釜の鍔部付近である。鍔より少し上位 ( 口縁部 ) に２箇所

の焼成前穿孔を施す。内面には、ヨコハケ調整がみられる。13 世紀末～ 14 世紀初頭期の製品である。

75 ～ 77 は、中世耕作土から出土した。

第 29 トレンチから出土した遺物は、第 46 図 78 ～ 80 である。78・79 は、瓦器椀である。78 は、緩

やかに内湾しながら立ち上がる器形と、尖らせた端部を持つ。内面にはわずかにミガキの痕跡を残す。

いわゆる楠葉型に類される製品である。79 は、口縁端部内面に段を有する、大和型の製品である。と

もに 13 世紀の所産である。

80 は、土師質の土錘である。表面の磨滅は著しいが、網糸を通す孔の残存は良好である。78 ～ 80 と

もに、中世耕作土より出土した。

第 46 図　茄子作遺跡他出土遺物実測図 (4)



第 47 図　第 20 ～第 23 トレンチ壁断面図・平面図
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第 48 図　第 24 ～第 26・第 28 トレンチ壁断面図・平面図

83・84



第 49 図　第 27・第 29・第 30 トレンチ壁断面図・平面図

85・86
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　交野市域の調査範囲のうち、JR 星田駅前と高田集落を結ぶ市道から寝屋川市境までの区間を星田南

調査区として一括した。ここには計 13 本のトレンチ（第 31 ～第 43 トレンチ）を設定した。山地に近く、

現地盤の標高は T.P.37.0 ～ 38.0 ｍを測る。星田北調査区に比べ、谷地形が深く入り込むことに起因す

る地山の高低差が著しく、トレンチごとに層厚が異なっていた。

第 31 トレンチ　第 31 トレンチは、第 30 トレンチとは市道を隔てた西側に設定したトレンチである。

現代耕作土を除去すると、中世～近世耕作土があらわれた。

中世～近世耕作土を除去すると、ほぼ平坦な地山を確認した。地山面では、東西方向に主軸をもつ鋤

溝を検出したが、これ以外の顕著な遺構は確認できなかった。耕作土からは、瓦器椀 ( 第 53 図 81) や

染付の小片が出土した。

第 32 トレンチ　第 32 トレンチは、第 31 トレンチの南側に設定したトレンチである。現代耕作土を除

去したところ、トレンチ北半部から北東方向にさがる地山面を確認した。但し、トレンチ北東部では、

わずかに近世の耕作土が残存しており、この層より近世の陶磁器が数点出土した。

地山面では、北西－南東方向の溝と耕作に伴う段差を検出した。

第 33ト レンチ　第 33 トレンチは、第 31 トレンチの南西側に設定したトレンチである。このトレンチ

の南東部では、現代耕作土の直下においてほぼ平坦な地山面を確認した。トレンチの北西部では、近世

耕作土が残っており、これより磁器・染付片が出土した。

地山面では耕作にともなう段差を確認したが、これ以外に顕著な遺構は発見できなかった。

第 34 トレンチ　第 34 ～第 36 トレンチは、水路を隔て、第 33 トレンチの西側に設定したトレンチであ

る。第 34 トレンチでは、近世耕作土層を除去したところ、中世の遺物を含む厚い耕作土とこれに伴う

耕作面を検出した。

中世耕作土を除去すると、湿地状堆積と考えられる黒色粘土層を確認した。この黒色粘土層の上面で

は、遺構を検出することはできなかった。また、遺物の出土も認められなかった。

黒色粘土層を除去すると、西に向かって緩やかに下がる地山を確認した。地山面では、円形や溝状の

落込みを検出したが、埋土には遺物が含まれていなかった。人為的な遺構である可能性は低い。なお、

地山面を検出する過程で、サヌカイト製スクレイパー（第 29 図４）が出土した。

第 35 トレンチ　第 35 トレンチは、第 34 トレンチの南側に設定したトレンチである。現代耕作土の下

には、中近世の耕作土が厚く堆積していた。この耕作土層の中には中世の土師器や須恵器・瓦器などが

一定量含まれており、特に下層からの出土が目立った。

中世耕作土を除去すると、第 34 トレンチと同様、黒色粘土の堆積がみられた。地山は、この黒色粘

土層を除去した面において確認した。地山面では、黒色粘土を埋土とする、南北方向に走る浅い谷を検

出した。黒色粘土層および谷埋土からは、遺物の出土を確認することができなかった。

このトレンチでは、谷の埋土について、放射性炭素年代測定を行った。その結果、７世紀後半という

年代値を得ることができた（次節参照）。したがって、上位に堆積する黒色粘土層は、７世紀後半以降

に堆積した蓋然性が高い。この値は、出土遺物の時期と照らし合わせても矛盾しない。

第 36 トレンチ　第 36 トレンチは、第 35 トレンチの南側に設定したトレンチである。第 35 トレンチ同

第６節　調査成果（星田南調査区）

１．遺構
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様、厚い中近世耕作土の堆積を確認した。耕作土の上面では、鋤溝を検出した。

中近世耕作土を除去したところ、部分的に残る黒色粘土と地山を確認した。この地山面の検出標高は、

第 34・第 35 トレンチに比べ、40 ㎝程高い。

第 37 トレンチ　第 37 トレンチは、第 36 トレンチの西側に設けたトレンチである。現代耕作土を除去

するとトレンチ北東部で近世耕作土を確認した。

近世耕作土を除去すると、北東方向へ緩やかにさがる地山を確認した。地山上面では、南北方向の水

田区画のために設けられた水路を検出した。

近世をさかのぼる遺構および遺物の出土は、確認できなかった。

第 38 トレンチ　第 38 トレンチは、第 37 トレンチの南西に設定したトレンチである。現代耕作土を除

去すると、地山があらわれた。地山面は、上層からの撹拌により、著しく削平されている。このトレン

チでは、近現代をさかのぼる、顕著な遺構および遺物の出土は確認できなかった。

第 39 トレンチ　第 39 トレンチは、第 38 トレンチの南西に設定したトレンチである。現代耕作土・近

世耕作土を除去すると、中世耕作土があらわれた。

中世耕作土層を除去すると、黒色粘土の広がりがあり、これを除去した面において地山を確認した。

地山面では、トレンチの中央部と南端部の２箇所に小谷を検出した。中央部の谷は、幅約 15 ｍを測り、

上層に黄灰色シルト、下層に細砂～粗砂が堆積していた。上層からは、中世に所産時期をもつ遺物が少

量出土したが ( 第 53 図 90 ～ 93)、下層からは出土しなかった。トレンチ南端の谷は、黄灰色粘質シル

トによって埋没していた。埋土中から遺物は出土しなかった。

第 40 トレンチ　第 40 トレンチは、第 34 トレンチの西側に設置したトレンチである。現代耕作土を除

去した面において、近世耕作土の堆積を確認した。この耕作土上面には東西方向の鋤溝が数条掘り込ま

れていた。鋤溝埋土からは、近世に所産時期をもつ遺物が出土した。

中世耕作土を除去すると、北東方向へ傾斜する地山を確認した。地山面では、顕著な遺構を検出でき

なかった。

第 41 トレンチ　第 41 トレンチは、第 40 トレンチの南西側に設定したトレンチである。現代耕作土を

除去した直下において、北東方向へわずかに下る地山を確認した。地山面では、近世の遺物を含む落込

みを検出した。

第 42 トレンチ　第 42 トレンチは、第 41 トレンチの南西に設定したトレンチである。近世耕作土層を

除去すると、中世耕作土の堆積がみられた。また、耕作土上面では耕作面を確認した。耕作土の中には

古墳時代～中世の遺物が含まれていた (第 53 図 94 ～ 97)。

耕作土層を除去すると、黒色粘土の堆積がみられ、その直下に地山面を確認した。地山上面では北西

方向へのびる谷地を検出した。

第 43 トレンチ　第 43 トレンチは、第 42 トレンチの南西に設定したトレンチである。近世耕作土層の

下に、中世耕作土を確認した。また、耕作土上面では耕作面を検出した。耕作面では、北西－南東方向

の鋤溝を数条検出した。耕作土には 13 世紀～ 15 世紀に所産時期をもつ土師器片や須恵器・瓦器片など

が含まれていた。

中世耕作土を除去した面において、地山を確認した。地山面では、北東方向への緩やかな傾斜と段を

検出したが、これ以外の顕著な遺構はみられなかった。
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第 50 図　第 31 ～第 34 トレンチ平面図
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第 51 図　第 35 ～第 38・第 40・第 41 トレンチ平面図
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第 52 図　第 39・第 42・第 43 トレンチ平面図

２．遺物

　星田南調査区から出土した遺物のうち、実測が可能なものについては実測図を作成し、第 29 図と第

53 図に掲げた。また、実測不可能な遺物のうち、特徴的なものについては、巻末の写真図版に掲げた。

第 31 トレンチからは、第 53 図 81 の瓦器椀が出土した。横ナデによって立ち上がらせる口縁部と、

沈線を１条施した端部をもつ、大和型の製品である。磨滅をうけており、ミガキの痕跡は残っていない。

13 世紀の製品である。

第 34 トレンチから出土した遺物は、第 29 図４と第 53 図 82 ～ 89 である。第 29 図４は、サヌカイト

製スクレイパーである。下縁に両面からの細かな調整剥離が認められる。腹面の主要剥離は、残存した

自然面を打面とする。地山直上面より出土した。

第 53 図 82 ～ 89 は、中世耕作土から出土した。82 は、瓦質三足釜の脚部付け根部分である。外面、

内面ともに黒褐色を呈する。中世の製品である。83・84 は瓦器の皿である。83 は、体部から内湾して

立ち上る器形と、強い横ナデによって「く」字状に屈曲させる口縁部をもつ。内部底面には、平行線状
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の暗文が施されている。84 はなだらかに広がる口縁部をもつ。内面には比較的密にミガキを施す。と

もに 13 世紀の製品である。85 ～ 88 は、瓦器椀である。85 は外反する口縁をもつ和泉型、86 ～ 88 は

口縁端部内面に段を有する大和型である。13 世紀～ 14 世紀の製品である。89 は、東播系須恵器鉢の口

縁部である。口端部外面がわずかに肥厚し、内面に強いヨコナデを施す。13 世紀後半の製品である。

第 39 トレンチから出土した遺物は、第 53 図 90 ～ 93 である。すべて瓦器椀であり、13 世紀に所産

時期をもつ。90 は、断面長方形の貼付け高台を備えている。内面には平行線状の暗文を施す。91 の高

台は、断面三角形である。焼成が甘く、色調は白色に近い。92 は、和泉型の瓦器椀である。内湾する

体部から口縁部が外反する器形を有し、口縁部から一段下がったところに強いヨコナデを施している。

93 は、緩やかに内湾しながら立ち上る器形とやや尖る端部形状などの特徴を備える楠葉型の製品であ

る。磨滅のため、器面の調整は確認できなかった。

第 42 トレンチから出土した遺物は、第 29 図３と第 53 図 94 ～ 97 である。第 29 図３は、サヌカイト

製の剥片である。各剥離面のリングやフィッシャーの観察が困難なほど、著しく風化している。剥離構

成に規格性・計画性をうかがうことができることから、旧石器であると考えられる。第 53 図 94 は、須

恵器の樽型 である。外面にヘラ状工具を用いて「ハ」字状に刺突文を施している。古墳時代中期の

製品である。95・96 は、楠葉型の瓦器椀である。95 は、緩やかに内湾しながら立ち上り、口端部から

少し下がったところに最大器厚をもつ。磨滅がいちじるしく、ミガキ等の調整は観察できない。96 は、

口縁内面に１条の沈線をもつ。焼成が甘いため、赤褐色を呈している。97 は、和泉型の瓦器椀である。

内湾する体部から口縁部が外反する器形を成す。また、口縁部から少し下がった箇所に強いヨコナデを

施す。95 ～ 97 は、13 世紀後半の製品である。

以上、星田南調査区に設置したトレンチの調査成果を述べた。この調査区では、谷地の起伏により包

含層の層厚に差異がみられたが、基本的に中世耕作土と谷埋土の堆積による比較的単純な層序堆積を確

認するにとどまった。また、耕作に伴う鋤溝・区画溝以外に遺構は検出できず、出土遺物も磨滅を受け

たものが多くみられた。周辺に居住域の存在を予期させる成果はなかったといえる。

第 53 図　茄子作遺跡他出土遺物実測図 (5)



第 54 図　第 31 ～第 34 トレンチ壁断面図

93 ･ 94



第 55図　第 35 ～第 39 トレンチ壁断面図

95・96



第 56 図　第 40 ～第 43 トレンチ壁断面図・平面図

97 ･ 98
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今回の確認調査では、第 35 トレンチの谷埋土と、第 39 トレンチにおいて確認した湿地状堆積層の一

部を採取し、加速器質量分析法（AMS 法）による放射性炭素年代測定を実施した。

試料と方法　試料は、第 35 トレンチ谷埋土より採取した有機質土 1 点（第 55図 第 35 トレンチ東壁断

面図 12 層）、第 39 トレンチより採取した有機質土 1 点（第 55 図第 39 トレンチ南東壁断面図９層）の

併せて２点である。これら試料は、125 μｍの篩を用いて湿式篩い分けを行ない、篩を通過したものだ

けを用い、酸洗浄を施して不純物を除去した。これら前処理した試料を石墨 (グラファイト )に調整し

た後、加速器質量分析計 (AMS) にて測定した。測定した 14C 濃度について同位体分別効果の補正を行な

った後、補正した 14C 濃度を用いて 14C 年代を算出した。

分析結果　表１に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値 -25.0‰）、同位体分別効果による測定

誤差を補正した 14C 年代、14C 年代を暦年代に較正した年代を示す。

14C 年代値 (yrBP) の算出は、14C の半減期として Libby の半減期 5,568 年を使用した。また、付記し

た 14C 年代誤差 ( ± 1 σ ) は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差 (One sigma) に相当す

る年代である。これは、試料の 14C 年代が、その 14C 年代誤差範囲内に入る確率が 68％であることを意

味する。なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。

暦年代較正　暦年代較正とは、大気中の 14C 濃度が一定で半減期が 5,568 年として算出された 14C 年代

に対し、過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の 14C 濃度の変動、および半減期の違い (14C

の半減期 5,730 ± 40 年 ) を較正し、より正確な年代を求めるために、14C 年代を暦年代に変換すること

である。具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚の U-Th 年代と 14C 年代

の比較、および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて 14C 年代と暦年代の関係を調べたデータにより、

較正曲線を作成し、これを用いて 14C 年代を暦年代に較正した年代を算出する。

14C 年代を暦年代に較正した年代の算出に CALIB 4.3(CALIB 3.0 のバージョンアップ版 )を使用した。

なお、暦年代較正値は 14C 年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、1 σ暦年代範囲はプログラ

ム中の確率法を使用して算出された 14C 年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値

はその 1 σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、10％未満についてはその表示を省略した。1 σ

暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に下線で示した。

考察　各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を行なった。暦年代較正した 1σ暦年代範囲

のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲と

して示された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

測 定 番 号

（測定法）

試料データ δ 13C PD B

  (‰ )

1 4 C 年 代

(yrBP ± 1 σ )

　 14C 年代を暦年代に較正した年代

暦年代較正値      １σ暦年代範囲

PL D - 2 5 4 6

　(AMS)

有 機 質 土

第 35 トレンチ

　　谷埋土

　-22.7

 

　1,305 ± 30

 

 cal AD 685

 cal AD 670 - 695 (40.6%)

 cal AD 700 - 715 (30.2%)

 cal AD 750 - 765 (29.2%)

P L D - 2 5 4 7

　(AMS)

有 機 質 土

第 39 トレンチ

湿地状堆積層

　-25.6

 

　1,485 ± 30  cal AD 600

 
cal AD 545 - 550 (11.7%)

 cal AD 555 - 605 (80.3%)

表１　放射性炭素年代測定および暦年代較正の結果表

第７節　自然科学分析結果
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　以上、第１トレンチから第 43 トレンチまでの調査成果を、調査区ごとに大別して記述した。ここで

は調査地全体と周辺の調査報告をあわせて、まとめとしたい。

　まず、調査成果について、トレンチごとに簡単に記述すると以下のようになる。

茄子作北調査区 茄子作北調査区に設定したトレンチでは、縄文時代から中世に相当する遺構面を確認

することができた。また、古墳時代・古代の遺物が出土した。

　谷部低地にあたることから、中世期の耕作土層が厚く存在することは予期していたが、地山面におい

て縄文土器および石器を確認したことは、予想外の成果であった。また、古墳時代・古代の遺物が出土

したことは、周辺に当該時期の遺構が存在することを示すものである。

茄子作南調査区 茄子作南調査区に設定したトレンチでは、弥生時代末期～古墳時代初頭に設営された

とみられる竪穴住居や古代に遡る掘立柱建物のピット、６世紀に掘削されたとみられる土坑など、重要

遺構の発見が相次いだ。また、出土遺物は、少量ながら古墳時代後期～古代の遺物が出土した。

　基本的に第 10 トレンチよりも東側のトレンチにおいては遺構の残存および遺物の出土が認められた

ものの、第 10 トレンチ以西のトレンチでは顕著な遺構はみられなかった。これは、丘陵尾根上に位置

するトレンチが多く、いちじるしく後世の削平をうけたためと考えられる。

星田北調査区 星田北調査区に設定したトレンチでは、高台周辺にピットをはじめとする中世の遺構群

と遺物の検出があり、居住域の存在が確実視される結果となった。また、古墳時代のものとみられる湿

地状堆積の下面においてもピットや溝が検出され、当該時期の遺構が存在した可能性が示された。

　第 25 トレンチ以東では、基本的に茄子作南調査区の西側に設定したトレンチと層序的な大差はなく、

遺構の残存も希薄である。しかし、第 26 トレンチから第 30 トレンチまでの区間では、ピットをはじめ

とする中世の遺構群と遺物の検出があった。当該時期に居住域であった可能性がある。また、第 27 ト

レンチ周辺では、旧石器や古墳時代中期にさかのぼる遺物の出土が相次いだ。周辺には当該時期の遺構

面が存在する可能性が高い。

星田南調査区 星田南調査区に設定したトレンチでは、谷地の起伏により包含層の層厚に差異がみられ

たが、基本的に中世耕作土と谷埋土の堆積による比較的単純な層序堆積を確認するにとどまった。また、

耕作に伴う鋤溝・区画溝以外に遺構は検出できず、出土遺物も磨滅を受けたものが多くみられた。周辺

に居住域の存在を予測させる成果はなかったといえる。

次に、以上の調査成果を踏まえて、時代ごとに遺構が広がる可能性を記述すると以下のようになる。

弥生時代・古墳時代初頭　今回の調査では、調査地北西端の崖上に弥生時代末～古墳時代初頭に存続し

たとみられる集落が存在する可能性が明らかとなった。この地点は眼下に谷地を控え、対岸に同時期の

竪穴住居群が確認された上の山遺跡を眺めることができる。また、弥生時代後期～古墳時代初頭の竪穴

住居群が確認された茄子作遺跡とも至近距離にある。眼下の谷地に耕作地を保有し、高台上に住居を構

えるという生活スタイルをもつ当該期の集落が、この地に存在したことが推測される。

古墳時代中期～後期　茄子作北調査区では、古墳時代中期から後期の遺物がまとまって出土した。特に

須恵器の甕片が多く、中には所期須恵器と見られる製品も含まれている。調査区の北方にあたる丘陵上

第８節　まとめ
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には、韓式土器がまとまって出土した古墳時代中期の竪穴住居をもつ集落跡が報告されている。

　今回の調査では、当該時期の明確な遺構を検出できていないが、出土遺物はほとんど磨滅を受けてお

らず、近隣に供給元を求めることができる。調査区は、丘陵斜面直下の谷地にあたることから、集落の

縁辺地にあたる可能性がある。

　また、星田北調査区では５世紀後半期の遺構群が検出され、周辺からは TK208 ～ TK23 期の須恵器が

出土した。遺構群を覆う黒色粘土の形成時期は、自然科学分析の結果、AD600 年代の値が出ている。発

掘調査の成果と比べて、違和感のない数値である。地形的には丘陵地上にあたり、この頃の居住地の条

件としては悪くはない。

古代　調査地北西端の崖上に設置したトレンチにおいて検出された遺構群は、ピットが直線状に並ぶ様

相などから、周辺に広がることが十分に予想されるものである。出土遺物から類推すると、８世紀中頃

にこの地に建物が存在した可能性が高い。遺構埋土に細かい土器片と炭化物が混入する状況は、居住地

として使用されたことを如実に示す証左である。

中世　星田北地区の高台周辺では、ピットと溝からなる遺構群が検出された。また、13・14 世紀の遺

物がまとまって出土した。当該時期の居住域が存在したことを強く示唆する成果である。

　この周辺では、中世に精力的な開墾がおこなわれたことが文献史料からも知ることができる（第１節

参照）。文献には、古来、牧であった当地を星田村の一角として扱う旨の記述がみえるが、このことは

水田化が進み、牧としての経営が主業ではなくなったことを示すと考えられている。今回の調査では、

古墳時代～古代を通じて湿地であった地帯が、中世にはいると耕作地として利用され始める様子をとら

えることができた。

以上、調査成果のまとめと若干の考察をおこなった。今回の調査は、対象面積・トレンチ本数とも、

大規模な確認調査ではあったが、出土遺物・遺構ともに、予想以上の成果を報告することができた。
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２．第３・第８トレンチ出土遺物（土師器）

１．第３トレンチ土器だまり出土遺物（弥生土器）
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１．第１トレンチ畦検出状況(西から） ２．第３トレンチ溝3-1完掘状況(北から）

３．第４トレンチ遺構面検出状況（西から） ４．第７トレンチ遺構面検出状況(西から）

５．第７トレンチ遺構面検出状況(東から） ６．第８トレンチ竪穴住居検出状況(東から）
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１．第９トレンチ完掘状況(北から） ２．第９トレンチ土坑検出状況(東から）

３．第９トレンチ土製人形出土状況 ４．第11トレンチ水田畦検出状況(南から）

５．第12トレンチ水田足跡検出状況(南から） ６．第12トレンチ水田足跡検出状況(北から）
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１．第13トレンチ土坑半掘状況(南から） ２．第14トレンチ土坑半掘状況(北から）

３．第15トレンチ水田畦検出状況（東から） ４．第16トレンチ土坑群検出状況(南西から）

５．第17トレンチ水田区画溝完掘状況(南から） ６．第18トレンチ埋没谷完掘状況(南西から）
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１．第21トレンチ水田検出状況(南から） ２．第22トレンチ完掘状況(北から）

３．第23トレンチ完掘状況（南から） ４．第24トレンチ完掘状況(北から）

５．第25トレンチ完掘状況(南から） ６．第26-1トレンチ完掘状況(北東から）
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１．第26-2トレンチ完掘状況(西から） ２．第27トレンチ拡張部遺構面検出状況（東から）

４．第28トレンチ完掘状況(東から）

５．第29トレンチ壁断面(東から） ６．第30-1トレンチ完掘状況(南から）

３．第27トレンチ拡張部遺構面検出状況（西から）
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１．第37トレンチ完掘状況(北東から） ２．第39トレンチ完掘状況（北東から）

４．第41トレンチ完掘状況(南西から）

５．第42トレンチ完掘状況(南西から） ６．第43トレンチ完掘状況(南西から）

３．第40トレンチ耕作溝完掘状況（南西から）
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１．出土遺物(中世土師器・瓦器）

２．出土遺物（中世土師器・瓦器）
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２．第６トレンチ出土（鉄製馬鍬の歯）

１．第９トレンチ出土遺物（施釉土製人形）

３．第２トレンチ出土遺物（木製櫛）

４．第５トレンチ出土遺物（木製容器底板）
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